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◀五
ご
宝
ほう
滝
だき
（八百津）

三段に連なり落ちる滝と紅葉のコントラスト
は息をのむ美しさ。滝の音と涼やかな水しぶ
きで、全身で大自然を感じられます。
剣豪・宮本武蔵が修行したと言われる滝は、
武蔵の創始した円明流、二天一流にちなみ「円
明の滝」「二天の滝」と呼ばれています。

  

八
百
津
の
秋
を
探
し
に
行
こ
う

　
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
涼
し
く
な
り
、
木
の
葉
が

色
づ
き
始
め
る
こ
の
季
節
。
食
欲
の
秋
や
読
書
、

芸
術
の
秋
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
何
か
始
め
て
み

た
く
な
る
こ
の
時
期
に
、「
秋
」を
探
す
散
策
へ
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
町
面
積
の
お
よ
そ
8
割
は
山
林
。
自
然
は
私
た

ち
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
す
。
八
百
津
町
は
、

た
く
さ
ん
の
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
に
溢
れ
て
い
ま

す
。

　
普
段
か
ら
自
然
散
策
に
出
掛
け
て
い
る
方
も
、

そ
う
で
な
い
方
も
、
い
つ
も
と
は
違
う
場
所
で
、

こ
の
時
期
し
か
見
ら
れ
な
い
特
別
な
景
色
を
探
し

に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
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見
けん
行
ぎょう
山
ざん
（福地）▶

東部地区を見渡せる見行山の山頂は、
360度自然のパノラマを楽しめるスポッ
トです。登山道もありますので、初心者
のハイキングにオススメ。展望デッキも
設置され、運が良ければ伊勢湾やアルプ
ス連峰を望むことができます。お手洗い
は麓

ふもと

付近の駐車場のみとなりますのでご
注意ください。

めい想の森（八百津）▼
入ってすぐのメタセコイアの並木道。空
高く伸びあがった木々が鮮やかな黄色に
染まった景色は絶景です。この他にも、
岐阜県の木である「イチイ」をはじめ、桜
や松、モミジ、梅、藤、ツツジなど四季
折々に色づく木々を楽しむことができま
す。

○
体
調
管
理
に
注
意
！

散
策
は
思
っ
た
以
上
に
体
力
を

消
耗
し
ま
す
。
体
調
が
悪
い
と

感
じ
た
と
き
に
は
、
外
出
は
控
え
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
散
策
中
は
無
理
せ

ず
、
こ
ま
め
な
休
憩
を
挟
み
ま
し
ょ

う
。

〇
水
分
補
給
は
こ
ま
め
に
！

の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
る
前
に
水
分

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
　〇

日
没
時
間
に
注
意
！

秋
は
午
後
5
時
頃
か
ら
暗
く
な
り

ま
す
。
山
や
森
は
、
明
る
い
時
間
に

歩
き
ま
し
ょ
う
。

〇
歩
く
こ
と
に
適
し
た
服
装
を
！

靴
ひ
も
を
し
っ
か
り
締
め
る
こ
と

で
、
足
の
負
担
の
軽
減
や
転
倒
を
防

ぎ
ま
す
。
ま
た
、
体
温
調
整
が
で
き

る
よ
う
上
着
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

○
事
前
の
情
報
収
集
を
！

目
的
地
の
気
温
や
天
候
に
つ
い
て
、

予
報
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
、
音
の
出
る
も
の
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
香
水
や
黒
い
服
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

　

例
年
、
見
頃
は
10
月
か
ら
11
月
で
す
。
年
に
1

度
の
こ
の
機
会
。
た
ま
に
は
日
々
の
喧
騒
か
ら
離

れ
て
、
ゆ
っ
た
り
自
然
と
の
中
で
深
呼
吸
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
秋
散
策
を
し
な
が
ら
、

八
百
津
町
の
自
然
の
美
し
さ
と
澄
ん
だ
空
気
に
癒

さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お出かけ前にチェック！

※町内各所の紅葉状況は、八百津町観光協会のホームページからご確認いただけます▶︎

ク
マ
や
ハ
チ
に
注
意
！
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八百津町の人事行政運営等の状況を公表します
町職員の任免・給与・服務等についてお知らせします。ここに示した数値は特に記載があるものを除きい

ずれも令和7年4月1日現在のものです。また、給与額等は税や各種保険料を引く前の額ですので、いわゆる
「手取り」額ではありません。

1.職員の任免および職員数に関する状況
（1）任用・退職の状況（令和6年4月2日～令和7年4月1日）

任　　用 退　職　な　ど
新規採用 6人 再任用 2人 定年退職 3人 応募認定 0人 普通退職 6人 公務外死亡 0人

（2）級別職員数の状況
区　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計

標準的な職務内容 主事
主事補 主任 主査 係長 課長補佐

主任主査
課長
主幹 課長

職　員　数 38人 17人 35人 30人 28人 12人 1人 161人
構　成　比 23.6% 10.6% 21.7% 18.6% 17.4% 7.5% 0.6% 100.0%

（注）	1	職員数は、給与条例に基づく給料表の級区分によります。
	 	2	標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
	 	3	職員数は派遣職員などを含みます。
（3）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

職員数 対前年
増減数 主な増減理由令和6年 令和7年

一
般
行
政
部
門

議会 2人 3人 1人 欠員補充による増
総務企画 43人 40人 △3人 欠員不補充による減
税務 9人 9人
民生 40人 40人
衛生 11人 12人 1人 業務量の増加に伴う増

農林水産 8人 9人 1人 業務量の増加に伴う増
商工 7人 8人 1人 業務量の増加に伴う増
土木 13人 12人 △1人 欠員不補充による減
小計 133人 133人

特別	
行政部門

教育 17人 18人 1人 業務量の増加に伴う増
小計 17人 18人

会
計
部
門	

公
営
企
業
等

水道 5人 5人
下水道 1人 1人
その他 6人 5人 △1人 欠員不補充による減
小計 12人 11人

合　　計 162人 162人
（注）	職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、会計年度任

用職員を除いています。再任用職員（フルタイム）を含みます。
2.職員の給与の状況
（1）人件費の状況（令和6年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
令和7年3月31日（年度末）

歳出額
A

実質収支 人　件　費
B

人件費率
（B/A）

（参考）
5年度の人件費率

9,797人 6,648,160千円 457,316千円 1,497,785千円 22.5% 21.0%
（注）	人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。
（2）職員給与費の状況（令和7年度普通会計予算）
職員数

A
給　 　　与　　 　費 一人当たり給与費

（B/A）給 　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　　B
160人 574,838千円 169,766千円 227,469千円 972,073千円 6,075千円

（注）	職員数には再任用職員を含みます。職員手当には、退職手当を含みません。
（3）職員の初任給の状況

区　　　　分 決定初任給 採用2年経過日※
給 　料 　額

八百津町 一般行政職 大学卒 220,000円 228,900円
高校卒 188,000円 199,400円

※卒業後ただちに採用され、引き続き勤務している場合の年数です。

（４）一般職の平均給料月額、給与月額および平均年齢の状況
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
298,236円 337,454円 39歳8ヶ月

（注）１ 平均年齢の小数点以下は、月数で表記しております。
２ 再任用職員（フルタイム）を含みます。
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（5）職員手当の状況
区分 内　　　　　　　容 区分 内　　　　　　　容

扶養手当

配偶者� 3,000 円 住居手当 賃貸住宅を借受け、一定以上の家賃を支払っている者�限度額 28,000 円
その他扶養	 □子� 11,500 円

期末勤勉手当

支給期 期末手当 勤勉手当 計
	 	 	 □その他父母など� 6,500 円 6月 1.225月分 1.025月分 2.25月分
特定加算　満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子� 5,000 円 12月 1.275月分 1.075月分 2.35月分

通勤手当 自動車使用（通勤距離に応じて支給）� 限度額 26,000 円 合計 2.5月分 2.1月分 4.6月分
公共交通機関利用（運賃相当額）� 限度額 55,000 円 職制上の段階、職務の級などによる加算措置　有

（注）期末勤勉手当の月数については令和6年12月現在です。

（6）特別職の報酬などの状況
区　分 給料月額等

（令和7年4月1日現在）
期末手当

（6年度支給割合）

給料
町　長 695,000円 6月期 2.25月分
副町長 570,000円 12月期 2.35月分
教育長 530,000円 計 4.6月分

報酬
議　長 300,000円 6月期 2.25月分
副議長 230,000円 12月期 2.35月分
議　員 220,000円 計 4.6月分

（注）	期末手当の月数については令和5年12月現在です。

4.職員の休業の状況（令和6年度）
自己啓発等休業取得者 配偶者同行休業取得者 育児休業取得者 大学院修学休業取得者

男性 0人 0人 1人 0人
女性 0人 0人 2人 0人

5.分限および懲戒処分の状況（令和6年度）

分限処分

免職 0人
降格 0人
降給 0人
休職 4人

懲戒処分

免職 0人
停職 0人
減給 0人
戒告 0人

7.福祉および利益の保護の状況（令和6年度）
公務災害の状況 健康管理事業の実施状況
認定件数 3件 一般定期健康診断 115人

人間ドック 27人

8.研修および勤務成績の評定の状況（令和6年度）
（1）研修の状況

項目 実施件数 参加人数
一般研修 19件 161人
専門研修 15件 25人

資格取得研修 7件 9人
合　　計 41件 195人

9.八百津町役場職員親交会の事業概要について
地方公務員法第42条に基づき、職員の福利厚生事業の推進を図るため、八百津町役場職員親交会を設置しています。
運営については会員（職員）からの親交会費を原資として実施しています。
主な事業は以下のとおりです。
給  付  事  業…�会員同士の相互扶助を行うため、慶弔や節目に対し、社会通念上の範囲内で祝金、見舞金などの給付

を行っています。（結婚給付金、見舞金、弔慰金、退会餞別金など）
福利厚生事業…�会員同士の親睦と元気回復を目的とした事業を行っています。	

（クラブ活動助成、レクリエーション助成など）

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
勤務時間 1週間38時間45分（1日7時間45分 午前8時

30分から午後5時15分）
休憩時間 正午から午後1時
週休日 土曜日および日曜日
休日 国民の祝日および年末年始の6日間

夏季特別休暇 6月から10月の間で4日間
年次有給休暇 平均取得日数　11.5日（令和6年1月から12月）

（注）保育園・公営企業・派遣職員を除いた一般職員の場合です。

６．服務の状況（令和6年度）
職務に専念する義務の免除の承認の状況 営利企業など従事の許可の状況

県職員への派遣 0件 1件
一部事務組合への派遣 0件
１ヶ月以上の研修 0件

その他 2件

【共済制度】
岐阜県市町村職員共済組合に加入し、職員の生活の
安定と福祉の向上を図っています。

（２）人事評価の評定の状況（評定の内容）
評定基準日 毎年９月30日・１月31日

対象 一般職員（派遣を除く）すべて

評定者
所属、役職ごとに評定者を区分
例）�係長級以下の場合	

第一評定者：課長補佐　　第二評定者：課長

評定基準

〈能力〉　専門知識、判断力、計画力、応対力、問題解決力、
　　　　政策立案力、折衝力、部下指導力、職場統制力、
　　　　企画開発力、交渉力、意思決定力
〈態度〉　規律性、協調性、挑戦意欲、責任性、経営意識
〈業績〉　○目標管理：組織目標、目標管理
　　　　○成　　績：仕事の質・量、報連相、信頼性、迅速性、
　　　　　　　　　　目標遂行、目標管理の遂行、議会対応
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役場
か
ら
の
お知らせ

☎ 43-2111　 43-0969  HP   http://www.town.yaotsu.lg.jp/FAX

この他にも、日常生活の中でご利用できるシーンが広がっています。
ぜひ日頃からマイナンバーカードを持ち歩いて、ご活用ください！

＼こんな時に便利！／　マイナ保険証のメリット
過去のお薬・診療データに基づく、より良い医療が受けられる

救急現場で、救急搬送中の適切な応急処置や病院の選定、
搬送先の病院で活用される

突然の手術・入院でも高額支払いが不要になる

利用登録済み ▶︎ �そのまま医療機関などでご利用く
ださい。

未登録の場合 ▶︎ �役場１階町民課、医療機関などに
ある顔認証付きカードリーダー、
マイナポータル、セブン銀行ATM
で利用登録ができます。

マイナ保険証
を利用されてい
る方・利用をご
希望の方

資格確認書を交付しています。マイナ保険証を
お持ちでない方

国民健康保険に加入中の介助が必要なご高齢の方
や障がいをお持ちの方など、マイナ保険証での受
付が困難な方は、役場1階町民課保険年金係に
申請してください。資格確認書を交付します。
※�後期高齢者医療制度にご加入の方には、マイナ保険証の有無に関
わらず、令和８年７月まで有効な資格確認書を交付しています。

マイナ保険証の
利用が困難な方

マイナンバーカード 
の保険証利用について
もっと知りたい方は
こちら

77月月3131日に、日に、国民健康保険・後期高齢者医療制度の国民健康保険・後期高齢者医療制度の
保険証は使えなくなりました。保険証は使えなくなりました。

マイナ保険証マイナ保険証かか資格確認書資格確認書
で医療機関・薬局にて受付をしてください。で医療機関・薬局にて受付をしてください。

の場合
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　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象
　：定員　　：持ち物　　：費用　　：申込締切
　：問い合わせ　　：注意点　　：その他

時 場 内 対
定 持 ￥ 申
問 注 他

役場１階町民課で利用登録状況を確認することが
できます。

ご自身の登録状況がわからないときは

マイナンバーカードを健康保険証として
使うために利用登録をしておきましょう！

医療機関などの受付窓口に設置されている顔認証
付きカードリーダーにマイナンバーカードを置く
と、利用登録が済んでいない方には、その場で利
用登録の案内がされます。

・ スマートフォン
・ マイナンバーカード
　を用意します

「未登録」もしくは「登録済み」と表示さ
れるのでご自身の登録状況をご確認く
ださい

「マイナポータル（モバイルアプリ）」に
ログインします

「健康保険証」を押します

マイナ保険証の利用登録がお済でない方は、役場１階町民課においても利用登
録の支援をしています。お手続きに不安のある方はお気軽にご相談ください。
　　□□ 町民課　保険年金係　（内線2114・2116）

他の方法で確認したいときは

1

2
3

4

問
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　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象
　：定員　　：持ち物　　：費用　　：申込締切
　：問い合わせ　　：注意点　　：その他

時 場 内 対
定 持 ￥ 申
問 注 他

お届けします「物価高騰重点支援子育て世帯応援券」

困ったら　一人で悩まず　行政相談

　町では、10月1日から町内のみで使用できる「物価高騰重点支援子育て世帯応援券」を各世
帯にお届けします。この応援券は、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた子育
て世帯に対する経済的負担の軽減により、地域における消費の喚起・下支えを図り、地域経済
の振興を目的としています。（この応援券事業は、国からの物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を
活用しています）
対　□□ �令和7年9月1日現在で八百津町の住民基本台帳に登録されている、平成19年4月2日以降

に生まれた、0歳から18歳までの方。
内　□□【 応 援 券 】 �対象者1人あたり、5,000円（額面500円券 :10枚綴り）
　　□□ 【利用期間】�令和7年10月1日（水）から令和7年12月31日（水）まで（期間終了後は利用できません）
　　□□ 【取扱店舗】�この応援券は、町内の取扱店舗のみで使用できます。取扱店舗については､ 応

援券を発送する際に同封する取扱店一覧をご覧いただくか､ 町のホームページ
からご確認ください。

　　□□ 【お届け方法】ゆうパックにより各世帯にお届けします。
　　□□ 　　　　　　 ※ 受け取りには、サインまたは捺印が必要です
　　□□ 　　　　　　 ※ 世帯人数分を、世帯主へ送付します
　　□□ 【配達のスケジュール】
	 〇9月26日（金）以降から、ゆうパックにより、順次各世帯へお届け予定です。
	 　□□ 郵便局員が配達に伺い、ご不在だった場合、不在連絡票が投函されます。
	 〇�不在連絡票が投函されてから7日間は、郵便局で保管されます。郵便局へご

連絡ください。
	 〇�不在連絡票が投函されて、郵便局の保管期間内に受け取りがない場合は、役

場総務課で保管します。その時点で受領がお済みでない方には、役場から不
在連絡票をお送りしますので、不在連絡票と本人確認ができるものをお持ち
になって、役場2階総務課にて受領してください。

	 ※各世帯への到着日にバラつきが生じますが、ご理解いただきますようお願いいたします
問　□□ 総務課　企画行政係（内線2214）

　9月1日（月）から10月31日（金）は「行政相談月間」です。

行政相談とは･･･
あなたの暮らしの中で、役所の仕事について不満を感じること、よく分からないことはありませんか?
そんなみなさまの声を総務大臣が委嘱した行政相談委員がお聴きします。
相談は無料で、秘密は固く守られます。

例えばこんなこと、ありませんか?
道路の危険な箇所を直してほしい / 介護など福祉のサービスが受けられなくて困っている /
河川の清掃・管理をしっかりしてほしい / 役所への手続きが分からない/ 役所の説明に納得できない 
/ 困っていることなどについて、どこの役所に相談してよいか分からない
町では、次のとおり行政相談会を開催します。� ■行政相談委員　今井随祐氏▶
時□　□ 10月30日（木）　午前9時30分から11時30分
場□　□ 役場2階　第2会議室
問□　□ 総務省　岐阜行政相談センター（きくみみ岐阜）
　　□□ ☎0570-090110　　FAX 058-248-6755
　　□□ ホームぺージ https ://www.soumu.go.jp/kanku/chubu/gifu.html
   　または、総務課　企画行政係（内線2212）

行政相談のマスコット「キクーン」
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国勢調査にご協力ください

10月18日と25日はYAOバス無料DAY！

　令和7年10月1日を基準日として、5年に1度の「国勢調査」を実施します。
　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人と世帯を対象とした、日本で最も重要な統計調査
です。調査の結果は、国および地方公共団体における各種行政施策の基礎資料としてだけでは
なく、民間企業や研究機関でも活用され、私たちの生活に役立てられます。
　統計法により、国内に住むすべての方に回答義務が定められていますので、調査へのご理
解・ご協力よろしくお願いします。

【調査の流れ】
①調査員がみなさまのご自宅を訪問
調査員が、みなさまのご自宅を訪問し、調査票などをお渡しします。その際、世帯主の方
のお名前とご住所、お渡しする用紙の枚数を決定するため、世帯人数が5人以上であるか
どうかをお伺いします。
※調査員によっては、夜間に訪問する場合もあります
※ご不在であった場合、調査書類をご自宅の郵便受けに投函させていただく場合があります

②調査票の各設問を回答
同封の「調査票の記入のしかた」を参考に、調査票の各設問を回答してください。
回答方法は以下の2通りです。
１.インターネットで回答（推奨）
　　□□ �同封の「インターネット回答依頼書」に従い、スマートフォンやパソコンなどで現在の

状況を入力してください。この場合、紙の調査票の提出はありません。
２.郵送で回答
　　□□ �同封の「国勢調査調査票」に現在の状況を記入してください。記入後に、同封の郵送提

出用封筒に調査票を入れ、お近くの郵便ポストに投函してください。
※切手は不要です
※ポストに投函できない場合は調査員にお伝えください

【回答期限】　10月8日（水）
他　□□ かたり調査にご注意ください！
　国勢調査では金銭を要求したり、還付金の案内をしたり、暗証番号やマイナンバーを聞くこ
とは絶対にありません。調査員を装って個人情報を聞き出そうとする不審な人物や電話にご注
意ください。調査員は必ず顔写真付きの国勢調査員証を身に着けています。
問　□□ 総務省　統計局　統計調査部　国勢統計課企画係　☎03-5273-1152
　　□□ 総務課　企画行政係 （内線2214・2216）

　YAOバスは、八百津町ファミリーセンターから兼山を経由し、名鉄明智駅へ向かうコミュニ
ティバスです。10月18日（土）は、名鉄御嵩駅周辺で「よってりゃあみたけ　夢いろ街道宿場ま
つり」が、25日（土）は可児市文化創造センターで「産業フェア」が開催されます。この機会に、
YAOバスと名鉄広見線やさつきバス（可児市）に乗ってお出かけしませんか？
時　□□ 10月18日（土）・25日（土）
問　□□ 地域振興課　地域振興係（内線2254）
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みのかも定住自立圏　防災士養成講座　受講者募集！
　もし災害が発生した時、自分を、家族を、地域を守れるのはみなさま自身です!
　地域社会において、防災の中心的な役割を担う人材が求められています。この講座の講義、
グループワーク、実技を通じて、災害に対する知識や技術を習得することができます。あなた
も、「防災士」になってみませんか?

【講座の趣旨】
　本講座は、防災の第一線で活躍する研究者や関係機関、防災ボランティアの方を講師
に招き、災害に対する正しい知識や技術を習得して、地域の防災訓練や災害時に救護救
援活動などを担う防災士を養成するものです。

【みのかも定住自立圏とは】
　「美濃加茂市、坂祝町、富加町、川辺町、七宗町、八百津町、白川町、東白川村」で構
成されており、“複数の市町村が互いに協力しながらまちを守り育てていく”をモットー
に、住み続けたいまち、住んでみたいまちになるようにさまざまな取り組みを行ってい
ます。

時　□□ 講座　11月22日（土）、12月6日（土）、13日（土）　
　　□□ 　　　各日午前9時30分から午後4時30分
　　□□ 試験　12月14日（日） 午後5時30分から6時30分　【講座・試験で全4日間】
場　□□ 講座　西体育館（美濃加茂市西町3丁目232番地）　
　　□□ 試験　可児市総合会館5階大ホール（可児市広見1丁目5番地）
内　□□ 講義、グループワーク、実技など
定　□□ 50名（応募者多数の場合は抽選となります）
  　参加資格　次のすべての要件を満たす方
	 ①中学生以上で八百津町にお住まいの方
	 ②本講座の趣旨を理解し、地域の防災活動に貢献する意思・意欲のある方
	 ③すべての講義に出席していただける方
申　□□ 10月10日（金）
　　□□ 【申込方法】　�下記のURLまたは二次元コードからお申し込みいただくか、所定の申込書に

ご記入の上、役場2階　防災安全室窓口へご提出ください（FAX・メール可）。
　　□□ 　　　　　　※申込書は、防災安全室窓口に設置しています
　　□□ 　　　　　　※お申し込みURL【https ://logoform.jp/f/6g6o1】
￥　□□ 無料	 受講費・教本代は無料です。
	 防災士試験受験に係る以下の費用が別途必要となります。
	 合計　8,000円（受験料　3,000円 / 登録代　5,000円）
	 ※補助金制度があります、詳しくはお問い合わせください　　　　　　　　
問　□□ 防災安全室（内線2232）
　　□□ FAX 0574-43-0969　　
　　□□ mail :  bousai@town.yaotsu.lg.jp 

広報やおつ7月号の2ページにおいて、ヤマユリの写真がササユリ
の写真となっていました。お詫びして訂正いたします。
なお、訂正後の広報紙面はホームページ上に掲載しております。

広報やおつ7月号
お詫びと訂正

▲お申し込みはこちら
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栗の出荷に対して補助金を交付します！

　今年度も町内の栗を使用した商品製造事業者へ栗を販売した方に対し、予算の範囲内で補助
金を交付します。この事業は、安全･安心な食の実現を目指す地産地消と栗栽培の拡大による
耕作放棄地の解消を目的としています。

対　□□ 町内のほ場で栗を栽培している方（ほ場が町外の場合は交付対象外）
内　□□【地産地消推進事業（栗）補助金】

�　収穫した栗を水洗いし、浮き栗・不良栗を除去したうえ、町内の栗商品製造事業者へ販
売した場合に支給します。

【補助金額】
　販売量1㎏当たり100円を限度に補助

申　□□ 11月28日（金）※受付は平日のみ
　下記の持ち物を用意し、農林課またはお近くの出張所にお越しください。申請書は窓口
にてご記入いただきます。なお、新規の方や前回の申請からほ場に変更のある方は、ほ場
の位置図をご記入いただきます。変更のない方は位置図の記入を省略できます。

持　□□ 	①販売量が明記された明細書
	 ②印鑑（認印）
	 ③振込口座通帳（コピーをいただきます）
	 ④地図の写しなど（新規の方やほ場に変更のある方）

問　□□ 	農林課　農業振興係（内線2333）

　令和5年度より、さらに地産地消を推進するため、焼き栗・栗スイーツ・栗おこわなど、栗
きんとん以外の製造事業者に対する栗の販売についても、補助対象としました。
　栗生産者が補助を受けるためには、製造事業者の方があらかじめ町に対し「町内の栗を使用
した商品製造事業者」となる旨の届出と、生産者に対する購入証明書の交付などが必要となり
ます。詳細は、農林課 農業振興係までお問い合わせください。

対　□□ 町内産の栗を購入し、その栗を使用した商品を製造する町内の事業者
【必要書類】　新規製造事業者届出書
【届出方法】　必要書類を農林課へご提出ください。
※�届出書は町ホームページよりダウンロード、もしくは農林課でお受け取り
いただけます

問　□□ 農林課　農業振興係（内線2333）

町内の栗を使用した商品製造事業者は
　　　　　届出をお願いします!

栗きんとん以外の製品
についても補助対象です！
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セルフメディケーションで医療費節約！

戦没者などのご遺族のみなさまへ　　
第十二回特別弔慰金が支給されます

納期のお知らせ納期のお知らせ

※�口座振替をご利用の方は残高をご確認ください。

●10月31日 納期限●
町県民税� 3期分
国民健康保険税� 4期分
介護保険料� 4期分
後期高齢者保険料� 4期分
保育料・副食費� 10月分
児童クラブ利用料� 10月分
水道料� 10月分
住宅使用料� 10月分

●9月30日 納期限●

国民健康保険税� 3期分
介護保険料� 3期分
後期高齢者保険料� 3期分
保育料・副食費� 9月分
児童クラブ利用料� 9月分
水道料� 9月分
住宅使用料� 9月分令和7年9月1日現在の人口

人　口 男　性 女　性 世帯数
総人口 9,725人 4,694人 5,031人 4,249世帯
（日本人） 9,537人 4,619人 4,918人 4,138世帯
（外国人） 188人 75人 113人 111世帯
� ※混合世帯は日本人世帯に含まれます。

シルバー人材センター実績報告

6
月

件 　 　 数 106件　
就 労 人 員 863人（実78人）
就 労 時 間 3,215.00時間　
受 託 金 額 4,550,525円

7
月

件 　 　 数 104件
就 労 人 員 867人（実78人）
就 労 時 間 2,749.00時間
受 託 金 額 3,770,222円
シルバー人材センター　☎43-5567

　セルフメディケーションとは、自分の健康に
責任を持ち、軽い不調は自分で手当てすること。
適度な運動、十分な睡眠、バランスのよい食事
を意識した生活で健康を維持し、医療費を節約
しましょう！

　今年も恒例のやおつ人道の丘ジョギング大会を開催します。第99回箱
根駅伝に「関東学生連合」の10区選手として出場した貝川裕亮さんをお迎
えします。貝川さんといっしょに、さわやかな汗を流しましょう。
　ゴール後は、美味しい豚汁のサービスと八百津せんべいの配布がありま
す。ゼッケン番号で賞品が当たる「お楽しみ抽選会」を行います。また、
当町ではまちおこしの「ハヤブサプロジェクト」（町ホームページ参照）を
「ハヤブサ消防団」の作者である池井戸潤氏の協力のもと取り組んでいま
す。本大会もまちおこしの一環として位置づけ今年度の第22回大会より
「ハヤブサ杯」としました。みなさんお気軽にご参加ください。
時　□□ 11月16日（日）　午前8時50分から開会式（雨天決行）
場　□□ ファミリーセンター 隣接駐車場
内　□□ 	【コース】　�　3㎞コース（小学生以上） / 5㎞コース（中学生以上） / 8㎞コース（高校生以上一般の部）
	 【仮装部門】　3㎞コースのみ、仮装での参加が可能です。みんなで大会を盛り上げましょう!
	 【参加資格】　健康で参加コースを完走・完歩できる方
	 【特典】　　　参加者全員にオリジナルタオル、完走証、杉原千畝記念館無料入館、
　　□□ 　　　　　　豚汁、八百津せんべいの無料サービス
￥　□□ ◎中学生以下（500円）　 ◎高校生（1,000円）　 ◎一般（2,000円）
申　□□ 窓口申込の場合10月3日（金） / ゆうちょ銀行の場合9月30日（火）/オンライン申込の場合9月30日（火）
　　□□ ※�申込書に必要事項を明記の上、参加料と共に教育委員会・各出張所または、最寄りのゆう

ちょ銀行にてお申し込みください（申込書はファミリーセンターおよび各出張所にあります）
問　□□ チャレンジクラブ802　☎43-0450 / 教育委員会（ファミリーセンター内） ☎43-0390

第22回やおつ人道の丘ジョギング大会を開催します!
　　　　　ゲストランナー【貝

かい
川
がわ
裕
ゆう
亮
すけ
さん】と走ろう!

▲ゲストランナー
　貝川裕亮さん

健康診断や予防接種を受けている人が、対
象の医薬品を年間12,000円以上購入した
場合に所得控除が受けられる制度です。

セルフメディケーション税制

国保ひとくちメモ

©池井戸 潤
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っ
て
る 

�

八
百
津
町
立
八
百
津
小
学
校
５
年　
纐
纈
遥
月

勇
気
賞

ぼ
く
た
ち
が
ご
は
ん
を
食
べ
て
過
ご
す
の
は

�

ふ
つ
う
じ
ゃ
な
く
て
平
和
な
ん
だ
よ

�

　
　
　
八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校
６
年　
永
田
翔

人
々
の
使
え
る
命
は
一
度
だ
け

�

一
つ
の
命
で
み
ん
な
を
救
う

�

　
　
　

 　
八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校
６
年　
納
土
結
衣

佳
　
作

学
校
は
お
そ
ろ
し
い
と
こ
行
か
な
い
は

�

ぼ
く
の
心
が
な
い
て
る
か
ら
だ

�
　
　
　
羽
島
市
立
竹
鼻
小
学
校
６
年　
淺
野
智
博

ブ
ラ
ン
コ
に
の
っ
て
青
空
き
れ
い
だ
な

�

こ
ん
な
毎
日
が
つ
づ
く
と
い
い
な

�

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校
５
年　
今
井
喜
一

な
ぜ
だ
ろ
う
罪
も
な
い
の
に
殺
し
合
う

�

分
か
ら
な
い
か
ら
教
え
て
く
だ
さ
い

�

八
百
津
町
立
八
百
津
小
学
校
６
年　
各
務
寧
華

戦
争
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
涙
出
る

�
資
料
館
で
知
っ
た
真
実

�

　
　
　
坂
戸
市
立
勝
呂
小
学
校
４
年　
田
中
巧
一

暑
い
夏
強
い
思
い
と
信
念
と

�

命
の
ビ
ザ
は
八
百
津
の
ほ
こ
り

�

八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校
５
年　
後
藤
翔
斗

奨
励
賞

満
天
の
笑
顔
を
ぼ
く
は
見
た
い
ん
だ

�

け
ん
か
な
ん
て
し
な
く
て
い
い
の
に

�

八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
６
年　
小
野
莉
一

笑
っ
て
る
わ
た
し
は
い
つ
も
な
ぜ
だ
ろ
う

�

し
あ
わ
せ
な
ん
だ
生
き
て
る
だ
け
で

�

八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校
５
年　
吉
田
優
笑

し
た
く
て
も
勉
強
で
き
な
い
子
も
い
る
よ

�

「
勉
強
い
や
だ
。」と
言
っ
て
る
間
も

�

　
　
　
八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
６
年　
塚
本
さ
く
ら

こ
の
お
米
こ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
こ
の
お
家

�

当
た
り
前
は
ね
平
和
の
印

�

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校
５
年　
今
井
愛
恵

あ
た
た
か
い
言
葉
の
ボ
ー
ル
返
し
た
ら

�

あ
り
が
と
う
っ
て
取
っ
て
く
れ
た
よ

�

八
百
津
町
立
八
百
津
小
学
校
６
年　
小
林
千
華

う
れ
し
い
も
さ
み
し
い
こ
と
も
は
な
そ
う
よ

�

あ
な
た
と
も
っ
と
な
か
よ
く
し
た
い

�

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校
６
年　
大
野
碧
馬

平
和
は
ね
み
ん
な
嬉
し
い
こ
と
だ
よ
ね

�

平
和
が
大
好
き
あ
っ
虹
が
出
た

�

八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
４
年　
渡
邉
紗
矢

思
い
や
り
平
和
を
願
う
人
々
は

�

考
え
な
が
ら
言
葉
発
す
る

�

　
八
百
津
町
立
八
百
津
小
学
校
５
年　
三
輪
樹
生

朝
起
き
て
ご
は
ん
を
食
べ
て
で
か
け
る
よ

�

そ
れ
が
ど
れ
だ
け
平
和
な
こ
と
か

�

八
百
津
町
立
八
百
津
小
学
校
４
年　
佐
合
心

友
達
が
み
ん
な
で
け
ん
か
悲
し
い
な

�

ふ
し
ぎ
な
き
も
ち
い
つ
も
と
ち
が
う

�

　
　
八
百
津
町
立
八
百
津
小
学
校
６
年　
吉
田
瑚
梅

中
学
生
の
部

愛
　
賞

た
と
え
ば
さ
も
し
戦
争
が
な
い
な
ら
ば

�

真
の
平
和
が
来
る
の
だ
ろ
う
か

�

福
山
市
立
一
ツ
橋
中
学
校
３
年　
田
中
蒼
空

挨
拶
は
コ
コ
ア
の
よ
う
に
あ
た
た
か
い

�

思
い
を
か
わ
す
大
事
な
一
語

�

八
百
津
町
立
八
百
津
東
部
中
学
校
３
年　
金
井
沙
奈

杉原ウィーク2025杉原ウィーク2025
第26回杉原千畝記念短歌大会入賞作品第26回杉原千畝記念短歌大会入賞作品
選者　　島田修三　　小塩卓哉　　後藤すみ子　　三田村広隆　（敬称略）選者　　島田修三　　小塩卓哉　　後藤すみ子　　三田村広隆　（敬称略）

人道大賞　（学生の部）
「指示された」だから撃つのかミサイルをあなたはただのAIですか

岐阜県立加茂高等学校２年　櫻井和果

人道大賞　（一般の部）
日常がかすかにのぞくドローンを操る兵

ひ

士
と

の光る指輪に
大阪府東大阪市　五寳久充
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心
　
賞

へ
と
へ
と
の
移
動
の
あ
と
の
教
室
で

�

誰
か
が
消
し
た
き
れ
い
な
黒
板

�

福
山
市
立
一
ツ
橋
中
学
校
２
年　
宇
田
恵

ぬ
く
も
り
を
つ
な
げ
ば
あ
ふ
れ
る
笑
い
声

�

国
籍
な
ん
て
関
係
な
い
ん
だ

�

学
校
法
人
三
重
中
学
校
１
年　
岡
田
百
優

勇
気
賞

だ
れ
な
の
か
こ
ろ
さ
れ
た
ひ
と
き
に
し
な
い

�
そ
ん
な
お
か
し
な
よ
の
な
か
世
界

�　
　
　
　
　
福
山
市
立
一
ツ
橋
中
学
校
３
年　
桑
田
涼
汰

違
っ
て
も
分
か
ろ
う
と
す
る
そ
の
気
持
ち

�
世
界
を
少
し
優
し
く
す
る
ね

�

八
百
津
町
立
八
百
津
東
部
中
学
校
２
年　
松
浦
咲
香

佳
　
作

勉
強
で
困
っ
て
い
た
ら
友
達
が

�

答
え
は
言
わ
ず
ヒ
ン
ト
を
く
れ
た

�

福
山
市
立
一
ツ
橋
中
学
校
２
年　
甲
斐
優
月

少
し
だ
け
子
ど
も
目
線
に
な
っ
て
み
る

�

そ
こ
に
広
が
る
多
く
の
生
命

�

岩
沼
市
立
岩
沼
中
学
校
２
年　
三
浦
蒼
海

空
見
れ
ば
飛
行
機
雲
の
道
が
あ
る

�

お
ぼ
え
て
い
る
よ
あ
の
日
の
こ
と
を

�

福
山
市
立
一
ツ
橋
中
学
校
２
年　
山
口
煌
貴

そ
の
顔
が
な
み
だ
で
ぬ
れ
て
い
や
だ
っ
た

�

ぼ
く
は
こ
の
手
で
何
が
で
き
る
の

�

川
辺
町
立
川
辺
中
学
校
１
年　
羽
根
結
葉

空
晴
れ
て
桜
並
木
に
人
の
群
れ

�

外
国
人
に
平
和
し
み
じ
み

�

学
校
法
人
三
重
中
学
校
１
年　
沖
河
惺
矢

奨
励
賞

あ
り
が
と
う
当
た
り
前
で
は
な
い
と
知
る

�

今
年
の
田
植
え
手
伝
い
た
い

�

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
１
年　
長
岡
玲
奈

は
じ
め
て
の
自
転
車
通
学
お
い
か
け
る

�

安
心
で
き
る
大
き
な
背
中

�

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
１
年　
日
比
野
陽
向

高
校
生
の
部

愛
　
賞

ト
ー
ス
ト
の
焦
げ
目
を
削
る
朝
の
手
よ

�

テ
レ
ビ
の
向
こ
う
瓦
礫
を
掘
っ
て
る

�

愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
２
年　
松
岡
篤
司

夏
未
明
閃
光
に
よ
り
も
う
言
え
な
い

�

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
い
っ
て
き
ま
す

�

愛
知
県
立
杏
和
高
等
学
校
１
年　
島
津
頼
朝

心
　
賞

銃
口
を
向
け
る
そ
の
先
何
も
な
く

�

彼
ら
は
ど
こ
に
進
み
た
い
の
か

�

成
城
高
等
学
校
３
年　
小
西
遥
也

君
の
涙
す
く
う
手
の
ひ
ら
小
さ
く
て

�

け
ど
世
界
ご
と
救
え
る
気
が
し
た
。

�

愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
２
年　
富
樫
更
紗

勇
気
賞 

も
し
も
世
が
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
に
見
え
る
な
ら

�

上
書
き
し
よ
う
よ
平
和
の
絵
の
具
で

�

常
盤
木
学
園
高
等
学
校
３
年　
村
主
美
澪

も
う
い
な
い
祖
父
の
か
た
ち
を
思
い
出
す

�

金
魚
、
新
聞
、
ソ
フ
ァ
ー
の
へ
こ
み

�

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
３
年　
猪
野
田
涼
奈

佳
　
作

教
科
書
で
知
っ
た
名
前
が
ま
ぶ
し
く
て

�

自
分
も
な
に
か
で
き
る
気
が
し
た

�

愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
２
年　
野
田
百
花

世
界
か
ら
消
え
た
い
と
思
う
人
が
い
る
中
で

�
生
き
た
い
と
願
い
消
え
た
人
が
い
る

�

岐
阜
県
立
加
茂
高
等
学
校
２
年　
梅
村
こ
こ
ろ

白
黒
が
カ
ラ
ー
に
な
っ
て
ふ
と
気
づ
く

�

彼
ら
は
確
か
に
生
き
て
い
た
ん
だ

�

愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
３
年　
岡
千
都

「
大
丈
夫
」そ
う
言
う
君
の
手
の
ひ
ら
は

�
私
の
傷
を
隠
す
絆
創
膏

�

常
総
学
院
高
等
学
校
２
年　
大
曽
根
さ
く
ら

「
お
国
の
た
め
」そ
ん
な
無
責
任
あ
る
も
の
か

�

嘆
く
暇
も
な
く
家
を
出
る
漢

�

愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
２
年　
舟
橋
諒

一
般
・
大
学
生
の
部

愛
　
賞

戦
争
の
ニ
ュ
ー
ス
も
誰
か
の
つ
ぶ
や
き
も

�

全
部
小
さ
く
携
帯
の
中

�

東
京
都
町
田
市　
市
川
菜
々
子

映
像
は
天
気
予
報
に
切
り
替
わ
り

�

空
の
鍋
も
つ
ガ
ザ
の
子
ら
消
ゆ

�

岐
阜
県
山
県
市　
森
下
睦
恵

心
　
賞

キ
ノ
コ
雲
を
山
の
向
こ
う
に
仰
ぎ
し
と

�

父
は
瞼
を
閉
じ
て
語
り
ぬ

�

新
潟
県
新
発
田
市　
飯
田
英
範

教
皇
の
祈
り
に
反
す
る
人
達
が

�

葬
儀
の
席
に
顔
合
わ
せ
い
る

�

岐
阜
県
飛
騨
市　
小
林
茂
子

勇
気
賞 

寄
せ
書
き
の
日
の
丸
広
げ
ま
た
仕
舞
う

�

父
は
時
間
に
息
さ
せ
る
ご
と

�

宮
城
県
山
元
町　
太
田
君
江

母
と
子
が
回
教
徒
ら
と
ハ
ラ
ー
ル
の

�

料
理
を
食
べ
る
子
ど
も
食
堂

�

愛
知
県
名
古
屋
市　
坂
本
雅
則

佳
　
作

一
人
で
は
み
ん
な
優
し
き
人
な
れ
ど

�

国
家
と
言
う
は
実
に
理
不
尽

�

山
形
県
山
形
市　
鈴
木
実

ボ
ブ
デ
ィ
ラ
ン
風
に
吹
か
れ
て
胸
に
染
む

�

リ
タ
イ
ア
辛
き
反
戦
世
代

�

静
岡
県
伊
豆
市　
俵
町
総
一

戦
争
の
真
っ
只
中
に
立
っ
て
み
る

�

朝
ド
ラ
の
た
っ
た
十
五
分
間

�

神
奈
川
県
横
浜
市　
江
島
ゆ
う
子

夕
飯
の
献
立
悩
む
母
で
い
た
い

�

戦
地
の
息
子
案
ず
る
こ
と
な
く

�

千
葉
県
流
山
市　
小
林
沙
知

這
う
よ
う
に
小
さ
な
ち
い
さ
な
草
を
抜
く

�

ち
い
さ
な
命
の
敵
だ
わ
た
し
は

�

愛
知
県
名
古
屋
市　
稲
熊
明
美
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短
歌
大
会
は
今
年
で
26
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
国
内
外
か
ら
2
，９
６
０
首
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

問□　
地
域
振
興
課　
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係

　
　

☎
４
３-

２
１
１
１（
内
線
２
２
５
７
）

学
校
賞

福
山
市
立
一
ツ
橋
中
学
校

学
校
激
励
賞

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校

岐
阜
県
立
加
茂
高
等
学
校

八
百
津
町
内
学
校
優
秀
賞（
小
学
生
の
部
）

お
と
な
は
ね
き
ぼ
う
を
つ
く
る
た
い
せ
つ
な

�
こ
ど
も
の
き
ぼ
う
つ
く
っ
て
い
く
よ

�
八
百
津
町
立
八
百
津
小
学
校
４
年　
安
藤
剛

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
見
つ
け
て
息
ふ
き
こ
む

�
新
た
な
命
の
息
も
ふ
き
こ
む

�

八
百
津
町
立
八
百
津
小
学
校
６
年　
佐
合
凌
誠

お
も
い
や
り
だ
い
じ
に
し
て
る
が
っ
こ
う
だ

�

や
さ
し
さ
だ
い
じ
な
や
お
つ
小
学
校

�

八
百
津
町
立
八
百
津
小
学
校
３
年　
丸
山
こ
は
る

平
和
の
虹
み
ん
な
で
わ
た
ろ
う

�

全
員
の
た
め
に
わ
た
ろ
う
自
分
の
た
め
に

�

八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
４
年　
清
水
柚
菜

名
前
は
ね
親
か
ら
も
ら
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

�

人
生
最
初
の
宝
物

�

八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
５
年　
西
山
尊
麻

き
ず
つ
け
る
こ
と
ば
の
や
り
は
す
る
ど
い
よ

�

や
さ
し
い
こ
と
ば
つ
か
っ
て
み
よ
う

�

八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
５
年　
佐
藤
凜

戦
争
で
人
々
の
命
消
え
て
ゆ
く

�

ま
き
戻
し
た
い
平
和
な
時
間
に

�

八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校
６
年　
小
出
絢
世

草
だ
っ
て
必
死
に
生
き
て
生
き
て
い
る

�

神
様
か
ら
の
一
つ
の
命

�

八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校
６
年　
野
田
有
乃

と
も
だ
ち
が
お
花
を
く
れ
た
よ
う
れ
し
い
な

�

じ
つ
は
わ
た
し
も
あ
る
ん
だ
よ

�

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校
２
年　
伊
藤
帆
乃
花

大
切
な
心
で
見
よ
う
し
っ
か
り
と

�

世
界
も
見
て
よ
小
さ
い
人
々

�

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校
５
年　
辻
葵
生

▲�７月27日（日）に、短歌大会表彰式・選者と語る会が行われました。

八
百
津
町
内
学
校
優
秀
賞（
中
学
生
の
部
）

暗
闇
で
凍
っ
た
心
溶
か
す
た
め

�

君
が
く
れ
た
笑
顔
の
ラ
ン
プ

�

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
１
年　
川
合
美
遥

言
葉
は
ね
冷
た
い
も
の
は
さ
さ
る
け
ど

�

あ
た
た
か
い
も
の
心
に
ひ
び
く

�

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
３
年　
山
口
怜
想

人
間
は
見
つ
け
合
っ
て
く
生
き
物
だ

�

見
つ
け
な
け
れ
ば
何
も
見
え
な
い

�

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
２
年　
横
山
周
哉

お
お
ぞ
ら
に
し
あ
わ
せ
は
こ
ぶ
し
ろ
い
は
と

�

し
あ
わ
せ
あ
つ
め
み
ん
な
の
も
と
へ

�

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
２
年　
大
西
咲
輝

青
い
空
爆
撃
の
な
い
す
ん
だ
色

�

一
番
身
近
な
平
和
の
証

�

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
１
年　
杉
本
詩
乃

言
葉
っ
て
そ
の
一
言
で
き
ず
つ
い
て

�

そ
の
一
言
に
助
け
ら
れ
る

�

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
２
年　
脇
山
歩
夢

思
い
や
り
誰
か
の
た
め
に
と
手
を
つ
な
ぎ

�

広
げ
て
い
こ
う
に
じ
色
の
未
来

�

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
２
年　
金
子
夢
奈

穏
や
か
に
風
に
吹
か
れ
て
葉
は
揺
ら
ぐ

�

争
い
消
え
て
緑
は
語
る

�
八
百
津
町
立
八
百
津
東
部
中
学
校
２
年　
大
脇
芽
依
沙

捨
て
な
い
で
世
界
に
一
つ
の
宝
物

�

き
っ
と
誰
か
が
あ
な
た
を
見
て
る

�

八
百
津
町
立
八
百
津
東
部
中
学
校
３
年　
後
藤
陽
向

先
人
の
誓
っ
た
平
和
い
つ
ま
で
も

�
我
ら
の
胸
に
木
霊
し
て
い
る

�

八
百
津
町
立
八
百
津
東
部
中
学
校
３
年　
山
田
隼
平

僕
た
ち
が
今
生
き
て
い
る
の
は
奇
跡

�
尊
い
命
な
ぜ
殺
し
合
う

�

八
百
津
町
立
八
百
津
東
部
中
学
校
２
年　
吉
村
海
渡



No.146
シリーズ 教育の窓

魅
力
い
っ
ぱ
い
！

八
百
津
町
の

水
辺
の
体
験

教
育
課
社
会
教
育
係
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は
じ
め
に

八
百
津
町
に
流
れ
る
木
曽
川
の
川
沿
い
に

は
八
百
津
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
が

あ
り
、
夏
に
な
る
と
町
内
外
の
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、木
曽
川
で
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
は
四
十

年
以
上
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
学

校
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
行
事
な
ど
、
夏

休
み
の
思
い
出
作
り
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

毎
年
町
内
の
小
学
４
年
生
以
上
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
、

八
百
津
町
の
自
然
で
あ
る
木
曽
川
で
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ（
カ
ヌ
ー
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
ボ
ー
ド（
ス
タ

ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル

ボ
ー
ド
）な
ど
）を
体

験
す
る
「
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
」
と
い
う
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
で
は
、

町
内
の
４
つ
の
小
学

校
か
ら
参
加
者
が
集

ま
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
初
め
て
の
仲
間
も
い

れ
ば
、
学
校
行
事
で
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る

子
も
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
が
違
う
た
め
初

め
て
顔
を
合
わ
せ
る
子
も
お
り
、
子
ど
も
た

ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
、

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
上
達
。
だ
ん
だ
ん
と

絆
を
深
め
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
ん

な
姿
を
見
て
、
貴
重
な
子
ど
も
た
ち
の
交
流

の
場
と
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成

長
し
て
い
く
た
め
の
経
験
の
場
と
な
れ
ば
と

思
い
、
毎
年
こ
の
ス
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。水

辺
の
安
全
教
室

夏
に
な
る
と
猛
暑
が
続
き
、
海
や
川
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ま
れ
る
方
も

増
え
、
子
ど
も
が
水
辺
に
近
づ
く
機
会
も
多

く
な
り
、
毎
年
の
よ
う
に
水
難
事
故
の
報
道

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
は
可
茂

地
区
内
に
お
い
て
も
、
痛
ま
し
い
事
故
が
起

こ
り
、
改
め
て
水
辺
の
危
険
性
を
知
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

水
難
事
故
が
無
く
な
る
の
が
一
番
で
す
が
、

な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
水
難
事
故
を

無
く
す
た
め
に
町
内
の
小
学
校
・
保
育
園
の

プ
ー
ル
に
お
い
て
水
辺
の
安
全
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
指
導
内
容
は
、
水
辺
の
危
険

性
・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
正
し
い
着
方
や

効
果
な
ど
実
際
に
実
技
を
踏
ま
え
て
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
川
や
海
な
ど
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や

遊
泳
す
る
場
合
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
推
奨
し
て
い
ま

す
。サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
も
、
水
難
事
故
防
止

を
普
及
す
る
た
め
初
回
の
活
動
で「
水
辺
の

安
全
教
室
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。「
水
辺
の

安
全
教
室
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
水
辺
に

潜
む
危
険
性
を
知
っ
た
う
え
で
、
安
全
か
つ

楽
し
く
活
動
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。

海
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
…

世
界
中
で
増
え
続
け
る
海
洋
ご
み
に
よ
っ

て
問
題
が
た
く
さ
ん
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

２
０
５
０
年
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は
じ
め

と
す
る
海
洋
ご
み
の
量
が
、
魚
の
量
よ
り
多

く
な
る
…
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
洋
ご

み
の
約
八
割
は
陸（
街
）か
ら
私
た
ち
の
活
動

す
る
川
を
伝
っ
て
海
に
流
れ
出
し
た
も
の
と

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
一

環
と
し
て
八
百
津
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

艇
庫
周
辺
の
ご
み
拾
い
な
ど
の
清
掃
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が
作
成
し
た
海
ご
み

に
つ
い
て
の
紙
芝
居
を
用
い
て
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

さ
い
ご
に

水
辺
の
安
全
性
や
海
ご
み
に
つ
い
て
学
ん

だ
子
ど
も
た
ち
が
今
後
の
活
動
の
中
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、
少
し
で
も
水
難
事
故
防

止
の
普
及
や
海
ご
み
ゼ
ロ
に
努
め
て
も
ら
え

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
指
導
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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No.149
シリーズ
防災安全

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「
や
お
つ
ー
し
ん
」ご
存
じ
で
す
か
？

可茂消防からのお知らせ
可茂消防事務組合八百津出張所

☎43 －0476

災害への備えはできていますか？

さ
て
、
そ
ん
な「
や
お
つ
ー
し
ん
」で
す
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
だ
け
で
な
く「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
」
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？
み
な
さ
ま
が
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で「
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の「
や
お
つ
ー
し
ん
」
と
同
じ
情
報
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
外
出
先
で
も
お
知
ら
せ
や

緊
急
情
報
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ご

自
身
は
八
百
津
町
内
在
住
で
は
な
い
も
の
の
、

ご
家
族
が
八
百
津
町
に
お
住
ま
い
で
あ
る
場
合

や
、
勤
務
先
が
八
百
津
町
内
と
い
う
場
合
の
よ

う
に
、
や
お
つ
ー
し
ん
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
申
し

込
め
な
い
が
、
情
報
は
欲
し
い
と
い
う
方
に
も

オ
ス
ス
メ
で
す
。
少
し
で
も
ご
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
と
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
す
る
際
は
、
広
報
や
お

つ
裏
表
紙
か
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

込
ん
で
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。
ご
自
身
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
版

と
ア
プ
リ
版
と
を
う
ま
く
使
い
分
け
て
、
今
後

と
も「
や
お
つ
ー
し
ん
」
を
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
室（
内
線
２
２
３
２
）

今後、発生すると言われている南海トラフ巨
大地震は、この先30年以内に発生する確率が
80％と言われています。いつ災害が発生しても
自らの命、大切な人たちの命を守れるように備
えを万全にしておきましょう！
そこで今回は、災害時に準備しておくとよい

もの５選をご紹介します！

令
和
４
年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末「
や
お
つ
ー
し
ん
」
で
す
が
、
毎

日
ご
確
認
い
た
だ
け
て
い
ま
す
か
？
そ
う
い
え

ば
最
近
お
知
ら
せ
を
見
て
い
な
い
、
音
を
聞
い

て
い
な
い
と
い
う
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
や

お
つ
ー
し
ん
が
正
常
に
動
い
て
い
る
か
ど
う
か
、

電
源
が
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ご
確
認
い
た
だ
い
た
結
果
、
ま
っ
た
く
反
応

が
な
い
と
い
う
場
合
は
、
電
源
が
切
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
で
す
。
端
末
が
コ
ン
セ
ン
ト
に

し
っ
か
り
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
確
認
い
た

だ
い
た
う
え
で
、
電
源
ボ
タ
ン
を
30
秒
程
度
押

し
続
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
端
末
が
う
ま

く
動
か
な
い
と
い
う
場
合
は
、
役
場
防
災
安
全

室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

新
し
い
端
末
と
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
だ
、
や
お
つ
ー
し
ん
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
お

持
ち
で
は
な
い
と
い
う
方
は
、
今
か
ら
で
も
間

に
合
い
ま
す
の
で
、
役
場
防
災
安
全
室
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

電源ボタンは
本体右側面

①
飲
料
水

　
１
人
当
た
り
１
日
×
３
リ
ッ
ト
ル
×
７
日
を
目
安

に
用
意
し
ま
し
ょ
う
！
最
近
で
は
、
賞
味
期
限
が
５

～
10
年
の
長
期
保
存
用
の
水
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
燃
料（
ガ
ス
ボ
ン
ベ
）

　
大
規
模
な
災
害
で
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン（
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
）の
う
ち
復
旧
で
最
も
時
間
が
か
か
る

の
は
ガ
ス
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ス
ボ
ン
ベ
６

本
分
は
用
意
し
て
お
く
と
役
立
ち
ま
す
。

③
食
料

　
主
食（
乾
パ
ン
、
米
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
な
ど
）＋

主
菜（
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
）を
組
み
合
わ

せ
て
１
人
当
た
り
７
日
分（
21
食
）を
目
安
に
用
意

し
ま
し
ょ
う
！
ま
た
、
災
害
時
の
食
事
は
、
炭
水
化

物
に
偏
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
必
要
な
栄
養
を
摂
れ

る
よ
う
に
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
備
え
て
お
く
と
な
お

良
い
で
す
。

④
非
常
用
バ
ッ
テ
リ
ー・照
明
や
懐
中
電
灯

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
災
害
時
の
生
活
に
も
必
需
品

と
な
っ
た
今
、
防
災
に
＂電
力
の
備
蓄
＂は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
の
ほ
か
に
、
小
型
家
電
も

使
用
可
能
な
大
容
量
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
充
電
器
が
あ

る
と
安
心
で
す
。
ま
た
、
照
明
器
具
は
懐
中
電
灯
だ
け

で
な
く
、
周
囲
を
照
ら
せ
る
ラ
ン
タ
ン
を
備
え
て
お
く

と
家
の
中
で
過
ご
す
場
合
で
も
便
利
で
す
。

⑤
救
急
用
品・衛
生
用
品・生
理
用
品

　
ば
ん
そ
う
こ
う
、
包
帯
な
ど
の
救
急
用
品
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の

衛
生
用
品
や
生
理
用
品
は
普
段
の
ス
ト
ッ
ク
の
一
部

を
備
蓄
品
に
し
ま
し
ょ
う
！
ま
た
、
持
病
が
あ
る
方

は
、
必
要
な
薬
を
１
週
間
分
は
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
！



【歯科医院】受付時間 : 午前9時から午後1時
  5日（日）ふくた歯科クリニック� ☎24ｰ0606
12日（日）ふくい歯科� ☎26ｰ2266
13日（月）松村歯科医院� ☎26-2221　　  
19日（日）中島歯科医院� ☎26-0390
26日（日）かもの歯科医院� ☎28-2341

【病医院】受付時間 : 午前9時から午後4時30分
  5日（日）濃飛ファミリークリニック� ☎53-3111
12日（日）中部国際医療センター� ☎66-1100
13日（月）小林クリニック� ☎25-8077
19日（日）太田メディカルクリニック� ☎26-2220
26日（日）中部国際医療センター� ☎66-1100

加茂休日急患診療所10月
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【権利擁護啓発講座】�  
終活セミナー　~今日から始める自分らしい未来設計~ 
� ※予約不要（無料）

【第3回】� 	
と　き :10月9日（木） 午後1時30分から3時� 	
ところ : ファミリーセンター　2階　研修室1・2�	
対象者 : 八百津町在住の方� 	
内　容 :【契約行為について】� 	
　　　　契約行為で気を付けること、� 	
� 　　　失敗しないポイント	
講　師 : 関あさくら法律事務所� 	
� 　　　弁護士　山科 正太郎 氏
	

【第4回】
と　き :10月31日（金） 午後1時30分から3時� 	
ところ : 錦津コニュニティセンターきらり� 	
　　　　2階　研修室� 	
対象者 : 八百津町在住の方� 	
内　容 : 専門家から学ぶ遺言書の書き方とQ&A� 	
講　師 : 美濃加茂公証役場　蔦 啓一郎 氏� 	

※�第1・2回は9月に終了しておりますが、第3回
からでも参加できます

こころの相談　　　　※要予約（無料）

と　き :10月21日（火） 午後3時から� 	
ところ : ファミリーセンター　2階　講義室� 	
相談員 : 精神保健福祉士　臼井 潤一郎 氏� 	
対象者 : 八百津町在住の方� 	

普段の生活の中で不安な気持ちになることはあ
りませんか。自分自身や家族の困りごとや心配な
ことなどご相談ください。秘密は厳守します。

トレーニング機器が新しくなりました!
福祉センター介護予防訓練室にある、『レッグプ

レス』が新しくなりました。� 	
　レッグプレスは、下肢筋全般の筋肉（大腿四頭
筋・大殿筋・ハムストリングス・下腿三頭筋）を
強化し、立ち上がる、座る、しゃがむ、歩くなど
の動作、日常生活に必要な筋力を強化する機器で
す。こちらの機器は、らく楽自主トレーニングに
参加されている方が使用することができます。� 	
　らく楽自主トレーニングの参加には、「らく楽自
主トレーニング利用者講習会」の受講が必要です。	
� 	
	
	
	
	
	
	
	
<次回の講習会>� 	
11月4日（火）【午前の部】午前9時30分から� 	
　　　　　　　【午後の部】午後1時30分から� 	
　詳細につきましては9月末ごろ、すぐメール・
やおつーしんでお知らせします。この機会にぜひ、
お申込みください。みなさまのご利用、お待ちし
ております!

No.No.151151
こんにちは！

地域包括支援センターです！

1010月月のの予定予定

シリーズ 包括支援

〇お申し込み・お問い合わせ先
　地域包括支援センター　☎43-3267
　（平日：午前8時30分から午後5時15分）
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子育てあれこれ！子育てあれこれ！ 乳幼児学級～保育園であそぼう～

子育て支援センター　ハロウィン制作
制作ができたらお菓子をプレゼントします。お楽しみに！
※写真は昨年のものです。

小さいお友だちも遊べる
すべり台や汽車の遊具が
ありますよ。

広い遊戯室です。おもち
ゃや、体をたくさん動か
して遊べます。

久田見保育園 和知保育園

10月の保育園であそぼうの対象の園です。
ぜひ遊びに来てくださいね。

せんせい　
おかしください

子育て支援センター　
 ☎43‒2111（内線2582）
教育課（乳幼児学級）
☎43‒2111（内線2518）

八百津保育園 ☎43‒0196
錦　津保育園 ☎43‒0449
久田見保育園 ☎45‒1276
和　知保育園 ☎43‒0519

10
入園前のお子さまとパパ、ママ、祖父母のみなさまの子育てを応援します！

行 事 名 と　き ところ 内　容

乳幼児相談 10月20日（月）
午前10時から11時 子育て支援センター

2F学童室

身長・体重・発育相談。
保健師・栄養士が対応します。

ママカフェ 10月20日（月）
午前10時から11時30分

保護者さん同士でお話をしましょう。
1人100円でご利用いただけます。

乳幼児学級

10月17日（金）～人形劇～
午前10時から11時

ファミリーセンター
2F講義室 人形劇団むすび座による人形劇です。

10月31日（金）
～保育園であそぼう～

久田見保育園
和知保育園

保育園で遊ぶことができます。来園
予定の保育園を教育課または子育て
支援センターにお伝えください。

子育て
支援センター

10月2日（木）から3日（金）
午前10時30分から

子育て支援センター
2F子育て支援室

ハロウィンの制作をします。
詳しくは通信でお知らせします。

10月6日（月）から10日（金） おべんとうバスの遊具で遊べます。

10月23日（木）
午前10時30分から

わくわくタイム
体操やふれあい遊び
みんなで遊びましょう!

《開所日》月~金曜日（土・日・祝日はお休み）
《と　き》午前9時から正午/午後1時から5時（午後4時45分お片付け）
※町外の方も利用ができます♪お友だちを誘って遊びに来てくださいね!
※読み聞かせの日はゆうゆう通信でお知らせします

「人の痛みが分かる子になってほしい」
多くの親はそう願います。そのためには、幼児期の
友だちとのごっこ遊びが大切です。物を何かに見立
てたり、何かをやっているつもりになったり、一人
でしゃべりながら遊んでいる･･･これらは想像力が育
っている証拠です。想像力はこの先の思考力や、相
手の気持ちを推理する、自分の気持ちを持つなど大
事な力につながります。想像力を伸ばす大人とは、自
分もいっしょに想像して遊ぶ「お友達ママ」になった
り、静かに観察して求めてきたときにちょこっとア
ドバイスする「見守りママ」になったりして、のんび
りと子どもを好きなように遊ばせましょう。
「ああしてごらん、こうするといいよ、こうやって遊ぶの」
などの「指示ママ」は子どものやる気の芽を積んでし
まうかもしれません。

高山静子 著「ひだまり通信」より
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母子健康手帳交付・各種教室がスマホで予約できるようになりました
これまではお電話にて予約を受け付けていた母子健康手帳・各種教室が

9月1日からLoGoフォームにて予約受付を開始しています。
お電話でも引き続き予約が可能ですが、スマホ予約もぜひご活用ください。

八百津町 母子健康手帳交付 
予約フォーム

スマホ予約の開始に伴い、母子健康手帳の交付日を毎週
水曜日とさせていただくことになりました。
ご都合がつかない場合は直接保健センター
までお電話ください。

https ://logoform.jp/f/kTJim

八百津町 マタニティスクール
予約受付フォーム
https ://logoform.jp/f/PhQd0

八百津町 パパママ教室
予約受付フォーム
https ://logoform.jp/f/nLZZR

八百津町 子育て相談会
予約受付フォーム
https ://logoform.jp/f/cDP2x

小児インフルエンザ
【期間】
R7年10月1日～R8年1月31日

【対象】
生後6か月から中学3年生までの方

【接種回数】
生後6か月から13歳未満の者：2回
13歳から中学3年生までの者：1回

【助成金額】
1回2,000円
八百津町または加茂医師会管内の
指定医療機関で接種し、接種費用か
ら2,000円差し引いた金額を医療
機関へお支払いください

高齢者インフルエンザ
【期間】
予約：R7年9月25日～R8年1月20日
接種：R7年10月1日～R8年1月31日

【対象】
・接種当日に満65歳以上の方
・�60歳から65歳未満の方で、心臓、腎
臓、呼吸器の機能または免疫機能の障
害があり、おおむね身体障害者手帳
1級相当の方（事前に申請が必要です）

【自己負担額】
1,500円
※生活保護世帯の方は無料です（要申請）

新型コロナウイルス
【期間】
予約：R7年9月25日～R8年1月20日
接種：R7年10月1日～R8年1月31日

【対象】
・接種当日に満65歳以上の方
・�60歳から65歳未満の方で、心臓、腎
臓、呼吸器の機能または免疫機能の障
害があり、おおむね身体障害者手帳1
級相当の方（事前に申請が必要です）

【自己負担額】
4,700円
※生活保護世帯の方は無料です（要申請）

母子健康手帳交付  ※要予約

○ところ　保健センター� 	
○持ち物　妊娠届出書、印鑑、マイナンバーカード

乳幼児相談
○と　き　10月20日（月）　午前10時から� 	
○ところ　福祉センター2階� 	
○対　象　八百津町にお住まいの乳幼児
☆�お子さまに関するご相談に、保健師・管理栄
養士がお答えします。

乳幼児健診 と　き 対　象

4ヶ月児健診 7日(火) R7年5月・6月生

10ヶ月児健診 7日(火) R6年11月・12月生

1歳6ヶ月児健診
問診日　24日(金)

R6年3月・4月生
診察日　30日（木）

3歳児健診
問診日　24日(金)

R4年9月・10月生
診察日　30日（木）

2歳児歯科健診 23日(木) R5年6月～9月生

☆対象の方には、個別にお知らせします。ご確認ください。

お子さまの健診のご案内

予防接種について

保健センターだより
10月のお知らせ

保健センター保健センター
☎43-2111☎43-2111（内線2561・2562）　（内線2561・2562）　（R…令和）（R…令和）
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１
人
当
た
り
医
療
費
が
高
い
町

令
和
４
年
度
に
県
内
１
位
と
な
り
、
岐
阜

県
で
最
も
医
療
費
が
高
い
町
と
し
て
認
知
さ

れ
ま
し
た
。
八
百
津
町
の
１
人
当
た
り
医
療

費
は
例
年
県
内
上
位
を
推
移
し
、
令
和
６
年

度
は
県
内
４
位
で
し
た
。

入
院
費
用　
脳
血
管
疾
患
県
内
１
位・�

�

腎
不
全
県
内
２
位

原
因
疾
患
と
考
え
ら
れ
る
高
血
圧
症
の
外

来
医
療
費
は
県
内
30
位
で
、
通
院
治
療
さ
れ

て
い
る
方
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
初

期
段
階
か
ら
外
来
治
療
が
で
き
て
い
れ
ば
、高

血
圧
症
が
重
症
化
し
て
脳
血
管
疾
患
や
腎
不

全
へ
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

急
性
心
筋
梗
塞
の
死
亡
率

�

全
国
平
均
の
3.8
倍

「
急
性
心
筋
梗
塞
に
よ
る
死
亡
が
多
い
町
」

と
し
て
、
２
０
１
７
年
日
本
経
済
新
聞
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

八
百
津
町
の
健
康
状
態
改
善
の
た
め
に
、

高
血
圧
症
お
よ
び
糖
尿
病
予
防
教
室
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
方
に
知
識

を
普
及
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

健
康
診
断
結
果
の
見
方

健
康
診
断
は
受
け
て
い
ま
す
か
？
健
康
診

断
の
結
果
で
、
糖
尿
病
の
リ
ス
ク
や
、
自
分

が
ど
の
段
階
に
い
る
の
か
、
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
見
る
べ
き
項
目
は
、「
血
糖
値
」

と「
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
」の
２
つ
で
す
。

「
血
糖
値
」は
そ
の
名
の
通
り
、
血
液
中
に

流
れ
て
い
る
糖
の
量
を
測
る
も
の
で
す
。
今
の

血
糖
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
正
常
値

は
70
～
100
、
正
常
高
値
は
100
～
110
、
要
指
導
が

110
～
126
、
要
治
療
が
126m

g/dl

以
上
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
」は
、
血
液
中
に
余
っ
て
い

る
糖
の
量
で
、
過
去
１
～
２
か
月
の
糖
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
適

正
値
は
5.6
～
6.0
、
要
指
導
6.0
～
6.5
、
要
治
療

6.5
％
以
上
で
す
。

高
血
糖
が
続
く
と
…

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
8.0
％
以
上
が
５
年
間
続
く
と
、

神
経
障
害
を
発
症
、
さ
ら
に
５
年
間
続
く
と

足
が
壊
死
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
健

診
結
果
を
改
め
て
確
認
し
、
高
値
の
方
は
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
高
値

の
方
も
、
医
師
の
指
示
の
も
と
、
適
切
な
治

療
を
し
て
い
け
ば
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
年
健
診
を
受
け
、
自
分
で
変
化

に
気
が
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

糖
質（
炭
水
化
物
）＝
不
要
な
も
の
？

糖
質（
炭
水
化
物
）は
、
人
が
生
き
て
い
く

上
で
必
要
不
可
欠
な
３
大
栄
養
素（
炭
水
化

物
・
た
ん
ぱ
く
質
・
脂
質
）の
う
ち
の
１
つ
で
、

大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
車
で
例
え
る

と
ガ
ソ
リ
ン
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
不
足

す
る
と
集
中
力
の
低
下
、
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
に

繋
が
り
ま
す
。
と
り
過
ぎ
に
も
、
と
ら
な
さ

過
ぎ
に
も
注
意
し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

糖
尿
病
を
予
防
す
る
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

①　

�

カ
ー
ボ
ラ
ス
ト（
炭
水
化
物
を
最
後
に
） 

を
意
識�

	

糖
質
が
多
く
含
ま
れ
る
主
食（
ご
飯
・
パ

ン
な
ど
）を
食
べ
る
前
に
、
野
菜
の
お
か

ず
や
、
メ
イ
ン
の
お
か
ず
を
食
べ
る
こ

と
で
、
血
糖
値
の
急
上
昇
を
抑
え
ま
す
。

②　

�

ゆ
っ
く
り
食
べ
て
腹
８
分
目
に�

	

よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
で
、

血
糖
値
の
急
上
昇
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

食
べ
す
ぎ
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

③　

�

夕
食
は
就
寝
の
３
時
間
前
ま
で
に�

	

夜
遅
い
食
事
は
、
血
糖
値
を
急
上
昇
さ

せ
、
食
べ
た
も
の
は
脂
肪
と
し
て
蓄
積

さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

カ
ロ
リ
ー
控
え
め
で
も
満
腹
に
な
り
、
満

足
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

糖
の
吸
収
を
ゆ
る
や
か
に
さ
せ
る
働
き
が
あ

る
、
食
物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
食
品（
野

菜
、
き
の
こ
、
海
藻
、
麦
な
ど
）を
た
っ
ぷ
り

使
用
し
、
参
加
者
か
ら
は「
満
腹
に
な
っ
た
」

「
バ
ラ
ン
ス
が
良
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
ま
と
め
】

今
後
の
生
活
で
活
か
せ
る
と
思
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、「
ス
ト
レ
ッ
チ
を
毎
日
や
り

た
い
」「
食
事
は
ゆ
っ
く
り
食
べ
、
炭
水
化

物
の
と
り
過
ぎ
に
気
を
付
け
た
い
」、
全
体

の
感
想
と
し
て
、「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」

「
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
町
民
の

み
な
さ
ま
が
い
き
い
き
と
健
康
で
暮
ら
せ

る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

八
百
津
町
の
健
康
課
題
と

�

医
療
費
に
つ
い
て

あ
な
た
の
血
糖
数
値
は
い
く
つ
？

糖
尿
病
予
防
の
食
事
に
つ
い
て

バ
ラ
ン
ス
弁
当
の
試
食

錦
津
出
張
所
お
よ
び
久
田
見
出
張
所

に
て
、
町
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る

糖
尿
病
予
防
の
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

＜国保ヘルスアップ事業＞
食べて実感！健康Life教室～糖尿病予防～を開催しました！

【メニュー紹介】
たっぷりきのこのふわふわハンバーグ/切り
干し大根のチヂミ/きゅうりとトマトのツナ
ごま和え/めかぶとおくらのスープ/ヨーグル
ト寒天/もち麦ご飯� 合計737kcal

自分の血糖値が
どの段階にあるか、
確認しましょう！

甘い飲み物の
飲みすぎには
要注意です！
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八百津町合併70周年を記念して
ヘルスアップフェスタがバージョンアップ！

学んで　作って　遊んで　体験して
特別ゲストもお招きして 汗に笑いにてんこ盛り！

子どもも大人も楽しめる 八百津町だけのお祭りです！
みなさまのご来場をお待ちしております！

ブースの詳しい紹介は左ページをご覧ください▶▷

主　催：八百津町
お問い合わせ：八百津町保健センター
☎0574-43-2111（内線2561・2562・2569）

70周年記念
特設ページはこちら

午前9時30分から午後3時まで
（最終受付午後2時30分）
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ながら運動講習会ながら運動講習会

乳がん・子宮頸がん検診乳がん・子宮頸がん検診

みんなで体験・椅子空手みんなで体験・椅子空手笑う笑う

調べる調べる

動く動く

作る作る

遊ぶ遊ぶ

歩く歩く

測る測る

知る知る

学ぶ学ぶ

要予約

要予約

要予約

要予約

ｗith AR

日常生活が運動に代わる！？日常生活が運動に代わる！？
椅子に座って認知症予防！？椅子に座って認知症予防！？

～バター作り体験会～～バター作り体験会～

ゲームで体験！？ゲームで体験！？

野菜足りてる？野菜足りてる？

～知って 歩いて 健康つづく～～知って 歩いて 健康つづく～

笑って動いて、日常生活に運動をプラス！笑って動いて、日常生活に運動をプラス！

自分の健康状態は定期的に調べましょう！自分の健康状態は定期的に調べましょう！

【事前予約について】

激しい動きは必要なし！激しい動きは必要なし！
　　誰でも手軽に認知症予防！　　誰でも手軽に認知症予防！

バターを作りながら、バターを作りながら、
　カルシウムについて学ぼう！　カルシウムについて学ぼう！

㈱ミズノが開発した㈱ミズノが開発した
画期的な機械！画期的な機械！
５５m歩くだけでm歩くだけで
あなたの歩行タイプがあなたの歩行タイプが
わかります！わかります！

いろいろな測定器でカラダいろいろな測定器でカラダ
を“マル”っとチェック！を“マル”っとチェック！

一日分の野菜の重さ 一日分の野菜の重さ 
あなたは当てられますか？ あなたは当てられますか？ 
野菜たっぷりの 野菜たっぷりの 
おすすめレシピも配布します！おすすめレシピも配布します！

手のひらを機械に手のひらを機械に
かざすだけで日頃かざすだけで日頃
の 野 菜 摂 取 量 をの 野 菜 摂 取 量 を
チェック！チェック！

特別講師：吉本芸人 サバンナ八木さん
対　象：八百津町在住の18歳以上の方
時　間：午前10時から10時50分
　　  　  （受付午前9時30分から）
参加費：500円
定　員：100名
持ち物：動きやすい靴
※参加できるのは、自力で歩行できる方に限ります
※お子さま連れの場合は目を離さないようご協力お願いします

対　象：乳がん検診→八百津町在住の40歳以上の女性
　　　　子宮頸がん検診→八百津町在住の20歳以上の女性
時　間：午後1時30分から3時　定員：15分毎に8名（要予約）
持ち物：問診票、料金

八百津町ホームページ
各種検診・検査▼

八百津町合併70周年
ヘルスアップフェスタ 予約受付フォーム▲

『ながら運動講習会』『みんなで体験・椅子空手』『カルシウムについて知ろう！～バター作り体験会～』� �
『乳がん・子宮頸がん検診』
上記4つのブースは事前予約が必要です。
参加をご希望の方は右の予約フォームにてご予約をお願いいたします（乳がん・子宮頸がん検診以外）。� �
予約の受付開始日は10月1日（水）です。
先着順のため、定員になり次第受付終了となります。あらかじめご了承ください。
お問い合わせ、電話での予約をご希望の方は、右ページに記載の電話番号までご連絡ください。

※予約は八百津町保健センターまでお電話ください

特別講師：コタッキー社長
対　象：子どもから大人まで
時　間：午後1時から2時
　　   　 （受付午後0時30分から）
参加費：無料
定　員：50名
持ち物：動きやすい靴

対　象：小学生のお子さまとそのご家族
時　間：①午前11時から正午
　　　　②午後2時から3時
参加費：無料
定　員：各回10組
持ち物：�保冷剤、保冷バッグ、250mlの空きペットボトル
※作ったバターは早めにお持ち帰りください
※日持ちしないので、早めにお召し上がりください

対　象：子どもから大人まで
持ち物：動きやすい靴
※当日整理券を配布します

対　象：子どもから大人まで
対　象：子どもから大人まで
※すべての測定を受けた方に
　粗品を１つプレゼント
※保健指導を受けると
　さらにもう１つプレゼント
※粗品は先着200名です

対　象：子どもから大人まで対　象：子どもから大人まで

カルシウムにカルシウムに
　　ついて知ろう！　　ついて知ろう！

ワクワクもぐらたたきワクワクもぐらたたき

Motion DNAMotion DNA
カラダカラダ

“マル“マル””っっとチェックとチェック

一日分の一日分の
野菜摂取量当てクイズ野菜摂取量当てクイズべジチェック体験べジチェック体験

ゲーゲームムで楽しく運動！で楽しく運動！
たくさんモグラをたくさんモグラを
退治できるのは誰だ！退治できるのは誰だ！
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はかり定期検査を行います
計量法の規定により、取引・証明に使用する「は
かり」の定期検査が下記のとおり行われます。
該当者は必ず受検してください。
この検査を受けないで「はかり」を「取引・証明」
に使用することは、計量法違反行為となります。
なお、検査は2年に1回です。

【久田見出張所】
時　□□ 10月7日（火）　午後0時30分から1時30分
場　□□ 久田見出張所
持　□□ ・はかり（付属品を含む）
　　□□ ・手数料（岐阜県収入証紙）
他　□□ 県証紙購入場所 :JAめぐみの 久田見支店
　　□□ 地域 :久田見、福地、潮南

【八百津町役場】
時　□□ 10月8日（水）　午前10時30分から午後3時
場　□□ 八百津町役場　防災センター
持　□□ ・はかり（付属品を含む）
　　□□ ・手数料（岐阜県収入証紙）
他　□□ 県証紙購入場所 :十六銀行 八百津支店
　　□□ 地域 :八百津、錦津、和知

問　□□ 岐阜県計量検定所　☎058-254-8188

中濃地域障がい者�
� 就職合同面接会を開催

ハローワークでは、「令和7年度 中濃地域障がい者
就職合同面接会」を開催します。中濃地域にある
企業、各会場32社が参加予定です。詳しくはお
近くのハローワークへお問い合わせください。

時　□□ 11月13日（木）
　　□□ 午後1時から4時（受付は午後0時30分から）
場　□□ 関市わかくさ・プラザ　多目的ホール
対　□□ ・�ハローワークに障がい者として仕事探しの

申し込みをされている方、または申込みを
予定されている方

　　□□ ・�来春に学校卒業予定の就職を希望される方
で、障がい者手帳をお持ちの方、または取
得予定の方

￥　□□ 無料、事前に予約が必要です。
他　□□ �所定の申込書を事前にハローワークへご提出

いただく必要がございます。詳しくは、お近
くのハローワークへお問い合わせください。

【主催】ハローワーク多治見・関・岐阜八幡・美濃加茂
【共催】中濃圏域障がい者総合支援推進会議
　　□□ 　　岐阜障害者職業センター

問　□□ ハローワーク美濃加茂　☎0574-25-2178

林業退職金共済制度のご案内
林退共制度は昭和57年に発足した林業界で働く
方のために国が作った退職金制度です。この制度
は、事業主の方々が、従事者の働いた日数に応じ
て掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その従
事者が林業界をやめたときに林退共から退職金を
支払うという、いわば林業界全体の退職金制度で
す。

【制度の特徴】
・�掛金は税法上について、法人では損金、個人企
業では必要経費となります。

・掛金の一部を国が免除します。
・�雇用事業主が変わっても退職金は企業間を通算
して計算されます。

【事業主のみなさまへ】
・�共済証紙は労働日数に応じて適正に貼付してく
ださい。

・�共済手帳を所持している従事者が林業界を引退
するときは、忘れずに退職金を請求するよう指
導してください。

【労働者のみなさまへ】
・�事業所を変わるときは共済手帳を忘れずに受け
取りましょう。

・�林業界を引退するときは、忘れずに退職金請求
しましょう。

・�以前、林業の仕事をされ、林退共制度に加入し
ていた方で退職金請求手続きをしたお心当たり
のない方は、退職金を受け取っていない可能性
があります。下記へお問い合わせください。

問　□□ 独立行政法人勤労者退職金共済機構
　　□□ 林業退職金共済事業本部　
　　□□ ☎03-6731-2889

体のなんでも健康電話相談
岐阜県保険医協会（県内の医師・歯科医師を会員
とする医療団体）が、電話での医療相談を行いま
す。日頃気になっていることや、なかなか聞けな
いことがございましたらお電話ください。保険医
協会会員の医師が相談に応じます。
なお、今回は医科の相談です。歯科医師相談は毎
年4月に開催しています。

時　□□ 10月5日（日）
　　□□ 午前10時から正午
内　□□ 医師による健康電話相談
　　□□ 【受付電話番号】
　　□□ 058-267-0711
￥　□□ 無料
問　□□ 岐阜県保険医協会事務局　
　　□□ ☎058-267-0711

お知らせ Information時□：とき　場□：ところ　内□：内容　対□：対象　定□：定員　￥□：費用
持□：持ち物　申□：申込締切　問□：問い合わせ　注□：注意点　他□：その他



25 広報やおつ No.595「こ
の面

は販
売店

が記
入し

てく
ださ

い」

住所
　八

百津
町

店名
代表

者名

下記
の方

へ販
売し

補助
金交

付の
委任

を受
けま

した
。

販売
（委

任）
年月

日　
　　

　　
　購

入者
　　

　　
　　

品名

数　
　購

入額
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

補助
金

一般曹候補生 採用案内について
自衛隊では、一般曹候補生を募集しています。一
般曹候補生とは、18歳以上33歳未満の方を対象
に、陸上、海上、航空各自衛隊の部隊勤務を通じ
て、その基幹隊員となる陸・海・空曹自衛官を養
成する制度です。� 	
応募資格や試験期日など、詳しくは下記の二次元
コードからご確認ください。

問　□□ 自衛隊岐阜地方協力本部�	
　　□□ 美濃加茂地域事務所� 	
　　□□ � ☎0574-25-7495

わくわく体験館からのお知らせ
わくわく体験館では、火曜日および祝日の休館日
を除き、各種体験講座を実施しています。普段見
慣れているガラスを使い自分の作品を作り出す楽
しさをぜひ体験してみてください!

①吹きガラスのクリスマスブーツをつくろう　
内　□□ �吹きガラスの技法を使ってクリスマスブーツ

を1つ作ります（リボン付き）。
時　□□ 11月2日（日）
　　□□ 第1部　午前9時から10時30分
　　□□ 第2部　午前10時30分から正午

　　□□ 11月22日（土）
　　□□ 第1部　午後1時から2時30分
　　□□ 第2部　午後2時30分から4時
定　□□ 各日の第1部、2部ともに4名（先着順）
対　□□ 小学校5年生以上
￥　□□ 4,200円（材料費・税込）
他　□□ 寸法 :高さ約12cm 
申　□□ 10月30日（木）

②ステンドグラスの教会ランプ
内　□□ �ステンドグラスの技法を使って教会を作りま

す（キャンドルライト付き）。
時　□□ 11月15日（土）　午後1時から3時30分
　　□□ 11月23日（日）　午前9時から11時30分
定　□□ 各日とも12名（先着順）
対　□□ 小学校5年生以上
￥　□□ 5,000円（材料費・税込）
他　□□ 寸法 :高さ約16cm×幅約10cm 
申　□□ 11月2日（日）

問　□□ わくわく体験館　
　　□□ ☎65-1515

 
 
 
 

お知らせ Information時□：とき　場□：ところ　内□：内容　対□：対象　定□：定員　￥□：費用
持□：持ち物　申□：申込締切　問□：問い合わせ　注□：注意点　他□：その他
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不燃金物類�
資源カン類�
粗大ごみ

A地区�
（不燃ごみ集積所）10月29日（水）

B地区�
（不燃ごみ集積所）10月30日（木）

不燃ガラス類
資源ビン類
粗大ごみ

A地区�
（不燃ごみ集積所）11月17日（月）

B地区�
（不燃ごみ集積所）11月18日（火）

可燃ごみ 全地区（�当日午前5時から8時までに�
可燃ごみ集積所へ出してください） 毎週　火曜日・金曜日

※収集日の午前8時までに不燃ごみ集積所へ出してください。
※�蛍光管 （LED含む）・水銀式体温計・乾電池・ボタン電池・小型充電式電池、小型家電（15cm×31cmまで）
は、役場本庁・役場各出張所の回収ボックスへ出してください。
※持ち込んだ袋は必ず持ち帰ってください。
※電球は不燃ガラス類、蛍光管のグローランプは不燃金物類として出してください。 蛍光灯回収ボックスでは回収できません。

A地区=八百津（下記の八百津地区以外）・錦織・和知・伊岐津志
B地区=杣沢・口杣沢・丸山・赤薙・北山・白橋・五宝平・久田見・福地・潮南

ペットボトル
食品トレイ
発泡スチロール B&G体育館北側

各出張所
10月5日（日）�
午前8時から10時

古着回収

※�ペットボトルは洗浄して、ラベルとキャップを取って出してくださ
い。（ラベルとキャップは可燃ごみまたはその他プラです。）

※�発泡スチロール製の箱は宛名ラベルなどシールをはがしてくだ
さい。

※�古着類は、濡れたもの、油などが付着して汚れたもの、布団、
電気毛布、じゅうたん、履き物、ぬいぐるみなど衣類以外の
ものは収集しません。

がれき類
久田見処分場 毎月第1・第3日曜日

午後1時から4時

錦織処分場 毎月第2・第4日曜日
午前9時から正午

※�土砂や岩石、また業者が行った工事で発生したがれき類は
処分できません。

※�300㎏以上のがれき類を処分しようとするときは事前に申
請してください。（有料）

その他プラ 各自治会の�
不燃ごみ集積所

10月12日（日）
10月26日（日）
11月  9日（日）
11月23日（日）

※�プラマークと呼ばれるリサイクルマークが表示された容器包
装プラスチックが収集の対象です。

※�汚れがひどいものは可燃ごみへ出してください。
※�ペットボトルおよび食品トレイ・発泡スチロールは別に分別
収集を行っていますので、その他プラでは回収しません。

ルールを守ってゴミ出しを！
1.分別ルールを守りましょう。
○ごみは正しく分別し、指定ごみ袋に入れて

集積所に出してください。
○ごみ袋には、自治会名・氏名を書いてください。
○資源ごみを出すときは、きれいに洗って出してください。
2 .違法な不用品回収業者にご注意を!
○廃棄物の収集・運搬には許可が必要です。
　無許可業者の不適切な処理や不法投棄が問題になっ
ています。安易に回収依頼を
　しないでください。

ルールを守って正しくごみを出しましょう！！

　今一度、以下の点をご確認ください。
〇ごみの種類ごとに正しく分別する
※特に「その他プラ」には、プラマーク　　　　のある
　容器包装のみを入れてください
〇指定ごみ袋で、指定日にごみを出す
※「町の指定ごみ袋」以外では絶対に出さないでください、収集されません!!
※「可燃ごみ」は収集日当日にお出しください

ごみの分別を行わないなどルールを守らない方が多くなっています。

八百津町ごみ処理容器等

購入補助金

交付申請委任状

八百津町長　様

私は、裏面の者を代理人と定め、見出しの補助金の�

交付申請、請求および受領に関する一切の権限を委任します。

※購入（委任）年月日

※住所（自治会）

※購入（委任）者名

※は購入（委任）者が記記入・押印し町内登録販売店へ提出ください。
印

10・11月のごみ収集日
■お問い合わせ 役場１階  水道環境課  環境衛生係
 ☎43‒2111（内線2126）
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町
出
身
の
医
師
、
隂か
げ

山や
ま

泰や
す

成な
り

氏
よ
り

「
健
康
長
寿
の
秘
訣
」を
テ
ー
マ
に
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら
暑

い
日
で
し
た
が
、
1
0
0
人
を
超
え
る
参

加
者
で
会
場
の
き
ら
り
多
目
的
ホ
ー
ル
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

「
健
康
長
寿
の
秘
訣
」と
は
、
何
か
？
誰

も
が
興
味
を
持
た
れ
る
テ
ー
マ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
脳
の
病
気
と
言
わ
れ
る
認

知
症
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
、
な
ん
と
、

２
０
４
０
年
に
65
歳
以
上
の
方
の
40
％
が

認
知
症
ま
た
は
そ
の
予
備
軍
に
な
る
！
衝

撃
の
事
実
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

き
ら
り
カ
フ
ェ
コ
ラ
ボ
企
画
と

し
て
、
健
康
測
定
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
約
３
時
間
で
し
た
が
、
参

加
者
は
60
人
を
超
え
る
大
盛
況
で
、

町
民
の
み
な
さ
ま
の
健
康
意
識
の

高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

健
康
測
定
会
で
は
、
握
力
や
体

組
成
を
測
定
し
、
筋
力
や
転
倒
と

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
た
。
測
定
結
果
を
そ
の

場
で
理
学
療
法
士
と
保
健
師
か
ら

個
別
に
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
見
直

す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

測
定
値
が
良
か
っ
た
方
に
生
活

習
慣
を
尋
ね
る
と「
フ
ラ
ダ
ン
ス

を
や
っ
て
い
る
」「
家
で
歩
く
器
具

を
使
っ
て
運
動
し
て
い
る
」「
畑
仕

事
を
し
て
い
る
」
な
ど
の
回
答
が

あ
り
、
自
分
の
健
康
に
自
信
を
持

た
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
筋
力
が
低
下
し
て
い
る
方
に
は
、
フ

レ
イ
ル
※
予
防
や
転
倒
予
防
に
つ
い
て
注
意

喚
起
を
す
る
と
と
も
に
、
食
事
と
活
動
の
大

切
さ
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

※
フ
レ
イ
ル
…�

加
齢
に
伴
い
心
身
の
活
力
が
低
下
し

た
健
康
と
要
介
護
の
中
間
の
状
態

父97歳、母92歳
夫婦そろって超健康‼

健康長寿の秘訣を
長寿研究者の息子が明かす！

講　演　会
令和７年度第４回きらりカフェ

【
健
康
測
定
実
施
者
に
つ
い
て
】

■
測
定
者
数
60
人

■
年
齢
層
50
～
90
歳
代

■
男
性
17
人
女
性
43
人

【
測
定
結
果
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
】

■
肥
満
8.3
％
や
せ
13.

3
％

■
全
身
の
筋
力
が
低
下
し
て
お
り
、

�

か
つ
骨
が
も
ろ
い
人
8.3
％　

　
こ
の
方
は
、
転
ん
だ
ら
骨
折
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
の
で
要
注
意
で
す
。
不
安
に
思

わ
れ
る
方
は
、
健
康
福
祉
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

八
百
津
町
で
は
、令
和
６
年
度
か
ら「
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
後
期
高
齢
者
が
健
康
維
持
・
フ

レ
イ
ル
予
防
に
努
め
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
期
間
を
延

伸
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
み
な
さ
ま
が
集
ま
る
場
に
出
向

き
、
健
康
測
定
や
相
談
会
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問□　
健
康
福
祉
課

　
　
健
康
増
進
係（
内
線
２
５
６
１
）

＜高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業＞【健康福祉課　コラボ企画】健康測定会を開催！

み
な
さ
ま
は
、
認
知
症
に
段
階
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
正
常
な
状

態（
健
常
者
）と
認
知
症
の
中
間（
境
目
）が

「
軽
度
認
知
障
害
」の
期
間
で
す
。
こ
の
軽

度
認
知
障
害
の
段
階
で
あ
れ
ば
、
早
期
発

見
で
回
復
・
現
状
維
持
が
可
能
な
の
だ
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
を
見
逃
す

と
初
期
認
知
症
の
段
階
に
進
み
、
そ
の
後

は
進
行
の
一
途
で
す
。

現
在
、
認
知
症
を
完
全
に
治
す
方
法
は

確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
健
常
レ
ベ
ル

で
の「
予
防
意
識
」が
大
切
！
と
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

認
知
症
を
予
防
す
る
カ
ギ
、
す
な
わ
ち
、

「
健
康
長
寿
の
秘
訣
」は
３
つ
。

①
自
己
の
認
知
機
能
低
下
リ
ス
ク
を
知
る

②
歯
科
受
診
で
口
腔
内
ケ
ア
を
す
る

③
年
に
一
度
は
認
知
機
能
検
査
で

早
期
発
見
す
る

み
な
さ
ま
大
変
興
味
深
く
、
終
始
真
剣

に
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
た
話
術
に
時
折
笑
い
が
お
き
る
、
楽
し

く
た
め
に
な
る
講
演
で
し
た
。

測定会の様子

測定結果説明の様子
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八百津保育園・錦津保育園� 6月25日-26日  
「みんななかよく」人権紙芝居を楽しむ
八百津保育園と錦津保育園の子どもたちに向けて、人権擁
護委員による紙芝居が行われました。園児たちはクレヨン
たちのケンカからはじまる物語を通じて、その色にしかで
きない役割を考えました。紙芝居の後には、人権擁護委員
から「お友だちを大切にして、みんななかよくしましょう
ね」と投げかけがあり、子どもたちは元気いっぱいに返事を
しました。人権紙芝居の活動は、子どもたちに相手を思い
やる心を学んでもらおうと、毎年行われています。

明るい地域社会を目指して� 7月1日  
社会を明るくする運動伝達式を実施
「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行のない安全で安心
な明るい地域社会を築くための全国的な運動です。7月は本
運動の強調月間であり、本運動への参加や協力を求める内閣
総理大臣のメッセージを保護司会会長の林

はやし
善
ぜん
次
じ
さんが、県知

事メッセージを更生保護女性会代表の古
ふる
田
た
保
やす
子
こ
さんが古田副

町長へ伝達しました。伝達式終了後には、保護司会と更生保
護女性会のみなさまが町内の学校7校を訪れ、啓発活動を行
いました。

全国大会出場おめでとうございます！

東京都の日本武道館で7月に開催された、第59回全国道
場少年剣道大会に出場の加

か
藤
とう
颯
はや
人
と
さん（八百津中学校3

年）と小
お
野
の
莉
り
一
いち
さん（和知小学校6年）が、出発前に町長を

表敬訪問しました。加藤さんは「選ばれたからには、悔
いが残らないよう全力で戦ってきます」と語り、小野さ
んは「稽古を通して自信が持てたので、全国の舞台で力
を発揮したいです」と意気込みを伝えました。それに対
し町長は、「一つでも上の順位を目指してがんばってきて
ほしい」と激励の言葉を送りました。
この度の全国大会出場、おめでとうございます!

▲加藤颯人さん▲小野莉一さん
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八百津中学校へ寄附� 7月9日  
「子どもたちの自由な発想で」
㈱丸和建設の玉

たま
木
き
伸
のぶ
和
かず
代表取締役が八百津中学校を訪れ、

「子どもたちの自由な発想でお金の使い道を考え、勉強する
機会としてほしい」と寄附金を贈りました。
玉木氏は校長らに「失敗を恐れなくていいし、失敗を繰り返
してもいい。挑戦し続けることで成功へと繋がっていくこと
を子どもたちに伝えたい」と語りました。服部校長もそれに
対し、「このようなチャンスをいただけることは本当にありが
たい。経済の分野の勉強は生きていく上で欠かせないもの。
子どもたちに『自分たちにもできることがある』と気づかせ
られる。大切に活用させていただく」と感謝を伝えました。

八百津小学校� 7月15日  
役場本庁舎などへ花のプランターを贈る
八百津小学校では、令和5年度から統合となった旧潮見小学
校の活動であるFBC（フラワー・ブラボー・コンクール）を
継承しています。このFBCの一環として、八百津小学校の
子どもたちが役場に訪れ、花の苗のプランターを総務課長
に贈呈しました。贈られた花は、役場本庁舎やファミリー
センターの玄関に設置され、庁舎に訪れた方々の目を楽し
ませています。八百津小学校のみなさん、素敵なお花をあ
りがとうございました。

可茂陸砂利協働組合� 7月18日  
義援金を石川県穴水町へ
可茂陸砂利協同組合のチャリティーコンペにて、石川県穴
水町への義援金が集められ、金子町長へ「被災された方々の
助けとしてほしい」と手渡されました。このチャリティーコ
ンペは今回で16回目を迎え、毎年可茂特別支援学校や近隣
市町村に向けて「子どもたちのために役立ててほしい」と寄
附を行っているものです。穴水町への義援金を預かった町
長は、「穴水町の代理として大切に受け取らせていただく。
石川県では、まだまだ復興に向けた工事が十分行き届いて
いない場所もある。みなさまの温かな心をしっかりお届け
し、役立てていただきたい」とコメント。この他に、白川町
と可茂特別支援学校へも寄附金が贈られました。

八百津町合併70周年記念� 7月23日  
オリジナルフレーム切手が完成!
八百津町合併70周年を記念したオリジナルフレーム切手の
贈呈式が行われました。この切手は、日本郵便㈱のお力添
えのもと作られたもので、坂本郵便局の安

やす
江
え
良
よし
広
ひろ
局長から

町長へ贈呈されました。
町長は、「70周年を記念し、一つのアイデアを実現できたの
は、郵便局のみなさまのお力添えがあってこそ。
これを機に、八百津町に興味を持って
いただきたい。ありがとうございます」
と感謝を伝えました。
安江局長は、「八百津町には多くの
すばらしい魅力があることを、この
切手を通して知っていただきたい」
と語りました。
オリジナルフレーム切手は、町内
4局（八百津・和知・久田見、潮
南郵便局）にて令和8年3月31日
まで販売しています。
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蘇水峡川まつり� 7月25日・8月4日  
会場整備と後片付けをしていただきました
蘇水峡川まつりにおいて、来場者に花火をよりよい景観の
中で楽しんでもらおうと、新丸山ダム建設工事安全技術委
員会および新丸山ダム工事事務所、㈱土谷組、蘇水峡川ま
つり保存会のメンバーらが、みなとひろばの草刈り・清掃
作業を行いました。また花火の翌朝、ボランティアとして
商工会や町職員とともに東光土建㈱のみなさまがごみ拾い
を行いました。炎天下の暑い中での作業、本当にありがと
うございました。�

錦津地区夏まつり� 7月26日  
900名を超える来場者でにぎわう
「子ども ときめき きらり」をテーマに、錦津地区の夏まつり
が行われました。当日は天候にも恵まれ、児童の「開会宣
言」を皮切りに、地域の運営団体や店舗・キッチンカーの出
店、子どもたちが所属する団体によるステージ発表（八百津
中学校吹奏楽クラブ、錦津小学校児童、錦津保育園児、チ
アダンス、テーマパークバレエ）、子どもたちと地域の方に
よる盆踊り、豪華賞品が当たる抽選会が行われ会場は大変
盛り上がりました。また、中高生のボランティアも当日の
運営に携わってくれました。子どもたちの笑顔があふれ、地
域のみなさまの交流が深まり、地域のよさやつながりが実
感できた夏まつりとなりました。開催するにあたり、地域
のみなさまから過分なる協賛金を賜りましたこと、錦津地
区夏まつり実行委員会が心よりお礼申し上げます。

蘇水サマーフェスタ� 8月3日  
水上アクティビティを楽しむ
真夏の日差しが照り付ける中、暑さに負けず夏を楽しむイ
ベント『蘇水サマーフェスタ』が開幕しました。八百津町
B&G海洋センター主催のこのイベントでは、カヌーやバナ
ナボートといったさまざまな水上アクティビティを体験で
きます。中でも盛り上がりを見せるのがメガサップとドラ
ゴンカヌーのレース。チームで力を合わせてパドルを漕ぎ、
目印で折り返してスタート地点に戻るまでのタイムを競い
ます。優勝はいずれも「八百津ジュニアカヌークラブA」で、
観客から称賛の拍手が送られました。

蘇水峡川まつり2025� 8月3日  
納涼広場・花火大会を楽しむ
蘇水峡川まつりが開催され、集まった人々が夏の夕べを楽
しみました。今年度初開催となる「八百津町○×クイズ」で
は、杉原千畝氏に関するクイズや、地元商店に関するクイ
ズ、けん玉勝負どちらが勝つか!?など、楽しい出題が盛り
だくさんでした。役場南側の納涼広場では、商工会青年部
の屋台や、おいしい出店が立ち並び、また本町通りにも屋
台が連なりました。みなとひろばでは木曽川の水面にまき
わら船が浮かび、クライマックスの花火が夜空を彩ると、観
客から歓声が上がりました。
翌日には、ボランティアによる清掃活動も行われました。
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中学生海外派遣事業� 8月5日・6日・26日・30日  
事前研修でリトアニア文化を学ぶ
中学生海外派遣へ向け、ホームステイ先となるリトアニアの
文化について知ろうと事前研修が行われました。子どもたち
はリトアニアで披露する合唱曲『心のピース』のパート練習
や英語の勉強、旅先での出し物の打ち合わせをしました。
社本教育長は事前研修に際し、「この派遣事業は、目の前で
起きていることを自分の心で感じることができるすばらし
い機会です。たくさんのことを考え、身につけて、普段話
したことのない人々との交流で心を深めてください」と激励
しました。�

災害時における入浴支援� 8月19日  
NPO法人Vネットと協定を結ぶ
災害支援に取り組む認定NPO法人Vネットの川

かわ
上
かみ
哲
てつ
也
や
理事

長が八百津町を訪れ、災害支援協定を締結しました。これ
は、災害時に八百津町からの要請に応じて、入浴支援など
をいただくことを主旨とするものです。
町長は、「八百津町は80%が森林の町であるために、過去に
は山崩れで水が届かなかったこともある。そういった際に
入浴支援をいただけることは大変ありがたいです」とお礼を
伝えました。川上理事長は、「緊急時にはがんばらせていた
だきます」と語りました。
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環境に優しい植物インキと
再生紙を使用しています

iOS（iPhone）の場合 Androidの場合

で手に入れよう

防災行政情報をお知らせする「やおつーしん」は、
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ライフビジョン

栄養量（1人分）　
エネルギー343kcal　たんぱく質27.7ｇ
脂質20.1ｇ　食塩相当量2.2ｇ

【材料】（4人分）
合いびき肉����� 300ｇ
木綿豆腐� ����� 300ｇ
えのき�������� 100ｇ
卵� �����������2個
しめじ�������� 140ｇ
パン粉（A）� ��� 大さじ6
牛乳（A）������ 大さじ2
コンソメ（A）��� 小さじ1
塩こしょう（A）���� 少々
サラダ油� ������ 適量
ケチャップ（B）��� 大さじ3
ウスターソース（B）
���������� 大さじ3
酒（B）������� 大さじ3
お好みの野菜

【作り方】【作り方】
①�しめじは石づきを取り外す。えのきは細かく①�しめじは石づきを取り外す。えのきは細かく
みじん切りにする。豆腐はキッチンペーパーみじん切りにする。豆腐はキッチンペーパー
に包み、600Wのレンジで2分加熱して水切に包み、600Wのレンジで2分加熱して水切
りし、粗熱をとる。りし、粗熱をとる。

②�ボウルに合いびき肉、えのき、豆腐、卵、Ａ②�ボウルに合いびき肉、えのき、豆腐、卵、Ａ
を入れて混ぜる。を入れて混ぜる。

③�粘り気が出るまでこねたら、4③�粘り気が出るまでこねたら、4等等分して丸く分して丸く
成型し、真ん中を少しくぼませる。成型し、真ん中を少しくぼませる。

④�④�フライパンにサラダ油を中火で熱し、両面焼フライパンにサラダ油を中火で熱し、両面焼
き色がつくまで焼く。焼き色がついたらしめき色がつくまで焼く。焼き色がついたらしめ
じを加え、蓋をして弱火で10分程度加熱する。じを加え、蓋をして弱火で10分程度加熱する。

⑤�お皿にハンバーグを取り出し、Ｂを加えて軽⑤�お皿にハンバーグを取り出し、Ｂを加えて軽
く煮詰める。く煮詰める。

⑥�お好みで、茹でたにんじんやオクラ、トマト⑥�お好みで、茹でたにんじんやオクラ、トマト
などの野菜をトッピングし、ハンバーグに⑤などの野菜をトッピングし、ハンバーグに⑤
のソースをかける。のソースをかける。

刻んだえのき、豆腐を混ぜ込
んだハンバーグに、きのこソ
ースをかけた、ボリューム満
点ヘルシーハンバーグです。
豆腐をしっかり水切りし、よ
く捏ねることで、生地がバラ
バラになりにくいです。

食改さん一言メモ

8月2日（土）、八百津町合併70周年記念式典が挙行されました。オープニングアト8月2日（土）、八百津町合併70周年記念式典が挙行されました。オープニングアト
ラクションとして、町内中学3年生による合唱『心のピース』が披露され、会場はあたラクションとして、町内中学3年生による合唱『心のピース』が披露され、会場はあた
たかな拍手で包まれました。たかな拍手で包まれました。
第一部として、功労者表彰などの式典を執り行いました。続く第二部は、陸上自衛第一部として、功労者表彰などの式典を執り行いました。続く第二部は、陸上自衛
隊第10音楽隊によるコンサートを開催。アンコールでは、オープニングで中学生が披隊第10音楽隊によるコンサートを開催。アンコールでは、オープニングで中学生が披
露した『心のピース』が演奏され、八百津町に吹奏楽用楽譜を寄贈いただきました。露した『心のピース』が演奏され、八百津町に吹奏楽用楽譜を寄贈いただきました。
開催に際し、ご協力・ご参加いただきましたみなさま、誠にありがとうございました。開催に際し、ご協力・ご参加いただきましたみなさま、誠にありがとうございました。

満腹！ヘルシー満腹！ヘルシー
～～たっぷりきのこのたっぷりきのこのふわふわハンバーグふわふわハンバーグ～～




